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(57)【要約】
　ジオコーディングされたユーザ情報を生成するための
コンピュータで実施される方法が開示される。この方法
は、位置関係情報を有する入力項目について複数の異な
るデータコーパスにまたがってユーザデータを探索する
ステップと、その位置関係情報に関する位置を決定する
ステップとを含む。この方法は、複数の異なるデータコ
ーパスからの入力項目に関する、その決定された位置に
おける、位置関係情報を有する入力項目の表現とともに
モバイルデバイスの現在位置を示す地図を生成するステ
ップをさらに含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ジオコーディングされたユーザ情報を生成するためのコンピュータで実施される方法で
あって、
　位置関係情報を有する入力項目について複数の異なるデータコーパスにまたがってユー
ザデータを検索するステップと、
　前記位置関係情報に関する位置を決定するステップと、
　前記複数の異なるデータコーパスからの入力項目に関する、前記決定された位置におけ
る、位置関係情報を有する前記入力項目の表現とともにモバイルデバイスの現在位置を示
す地図を生成するステップとを含む方法。
【請求項２】
　前記地図を表示するためのデータは、リモートサーバから受信され、前記入力項目に関
するデータが、ローカルデバイスから受信され、前記地図上に重ねて表示される請求項1
に記載の方法。
【請求項３】
　前記地図上に、前記地図によって表示される地形の外縁からの決定された距離である、
イベントに関する入力項目を表すアイコンを表示するステップをさらに含む請求項1に記
載の方法。
【請求項４】
　前記地図上のパニングアクションを受信するステップと、前記地図上の新しい位置に一
致するように前記地図および前記入力項目の表示を更新するステップとをさらに含む請求
項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記パニングアクションは、前記ローカルデバイス内の位置センサを使用して自動的に
起動される請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記デバイスに最も近い入力項目に関する詳細情報を自動的に表示するステップをさら
に含む請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記決定された位置にアイコンを表示するステップをさらに含み、それぞれのアイコン
は、入力が生じるコーパスに対応する請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記位置関係情報に関する位置を決定するステップは、記述的な位置ベースのデータを
リモートサーバに伝送するステップと、それに応答してジオコーディングされた情報を受
信するステップとを含む請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　前記ユーザデータに関連するクエリをリモートローカル検索エンジンにサブミットする
ステップと、前記入力項目の表現に従って前記クエリに応答して受信されたデータを表す
アイコンを表示するステップとをさらに含む請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　前記地図を生成するためにアプリケーションから独立しているモジュールを使用して前
記デバイスの位置を追跡するステップと、位置情報を前記モジュールに登録するステップ
と、前記登録された位置情報が前記デバイスの位置に近いときに前記地図を生成すること
について前記アプリケーションに警告するステップとをさらに含む請求項1に記載の方法
。
【請求項１１】
　実行された場合にアクションを行う命令が記録されかつ格納される有形な媒体であって
、前記アクションは、
　位置関係情報を有する入力項目について複数の異なるデータコーパスにまたがってユー
ザデータを検索するステップと、
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　前記位置関係情報に関する位置を決定するステップと、
　前記複数の異なるデータコーパスからの入力項目に関する、前記決定された位置におけ
る、位置関係情報を有する前記入力項目の記述とともにモバイルデバイスの現在位置を示
す地図を生成するステップとを含む媒体。
【請求項１２】
　地図を生成するための前記命令は、前記地図上に、前記地図によって表示される地形の
外縁からの決定された距離である入力項目を表すアイコンを表示するための命令をさらに
含む請求項11に記載の媒体。
【請求項１３】
　地図を生成するための前記命令は、前記地図上のパニングアクションを受信するための
命令、および前記地図上の新しい位置に一致するように前記地図および前記入力項目の表
示を更新するための命令をさらに含む請求項11に記載の媒体。
【請求項１４】
　地図を生成するための前記命令は、前記決定された位置にアイコンを表示するための命
令をさらに含み、それぞれのアイコンは、入力が生じるコーパスに対応する請求項11に記
載の媒体。
【請求項１５】
　前記位置関係情報に関する位置を決定するステップは、記述的な位置ベースのデータを
リモートサーバに伝送するステップと、それに応答してジオコーディングされた情報を受
信するステップとを含む請求項11に記載の媒体。
【請求項１６】
　コンピュータで実装されるナビゲーションシステムであって、
　複数のアプリケーションに関連付けられているユーザデータ内に位置関係情報を有する
入力項目について検索する位置スクレーパと、
　前記位置関係情報に関する位置を決定する位置解決モジュールと、
　複数のアプリケーションからの入力項目に関するインジケータを有する地図を含む地図
表示情報を生成するユーザデータ地図表示モジュールとを備えるシステム。
【請求項１７】
　前記位置解決モジュールは、テキストアドレス情報をリモートサーバにサブミットし、
それに対する応答としてジオコーディングされた情報を受信するようにプログラムされる
請求項16に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記位置スクレーパは、カレンダーアプリケーション、連絡先アプリケーション、およ
びタスクアプリケーションからのデータを分析するようにプログラムされる請求項16に記
載のシステム。
【請求項１９】
　前記地図表示モジュールは、リモートサーバから取得された情報を使用して生成された
地図上で、前記位置関係情報に関する位置において、前記アプリケーションのそれぞれを
表すアイコンを重ねて表示する請求項16に記載のシステム。
【請求項２０】
　コンピュータナビゲーションシステムであって、
　位置関係情報について複数のアプリケーションに関連付けられているユーザデータを検
索する位置スクレーパと、
　前記位置関係情報に関連付けられているジオコーディングされた情報を供給する位置解
決モジュールと、
　コンピューティングデバイスの現在位置を決定する位置決定モジュールと、
　前記コンピューティングデバイスの前記現在位置の指示情報および前記位置関係情報を
含む地図データを生成する手段とを備えるコンピュータナビゲーションシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、参照により本明細書に組み込まれている、2008年10月22日に出願した米国出
願第12/256,078号、名称「GEOCODING PERSONAL INFORMATION」の優先権を主張するもので
ある。
【０００２】
　本明細書は、電子ディスプレイ内への個人データの組込みに関する。
【背景技術】
【０００３】
　カレンダー、アドレス帳、およびタスクリストなどのウェブベースの個人情報管理(PIM
)プログラムの出現により、大半の時間を自宅またはオフィスから離れて過ごす人々は、
日常の事柄を管理するためにこれらのウェブアプリケーションに依存するようになってし
まった。実際、オンラインまたはモバイルPIMアプリケーションは、多くの場合、一部の
ユーザが重要な個人情報を記録する唯一の場所である。ユーザは、ときにはパーソナルデ
ジタルアシスタント(PDA)およびスマートフォンなどの現代的なポータブルコンピューテ
ィングデバイスを利用することで特定の位置に束縛されることなくインターネット上に格
納されている情報にアクセスすることができるけれども、PDAの場合、ユーザは、一般的
に、情報を孤立した状態で、つまり、他のデバイス上に格納されているか、または他のイ
ンターネットアプリケーションに格納されている情報がもたらすコンテキスト情報のない
まま閲覧せざるを得ない。
【０００４】
　コンテキスト情報は、ユーザが、ポータブルコンピューティングデバイスだけに注意を
集中することができないとき、例えば、ユーザが自動車を運転しているときに、特に重要
になる場合がある。例えば、ユーザが運転中であれば、ユーザは、ナビゲーションシステ
ムから出される運転指令を必要とし、それと同時に、PDAによってアクセス可能なウェブ
アプリケーションに格納されている連絡先情報が欲しい場合がある。道路、ナビゲーショ
ンシステム、そしてPDAと注意集中先を切り替える動作は、運転者だけでなく、道路上に
いる他の人々にとっても危険な場合がある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　一般に、本明細書では、個人データを含む画像表示または他の出力(例えば、聴覚また
は触覚によるもの)の機能強化について説明する。特に、ユーザの多くの個人アプリケー
ションにおける入力項目に関連する位置関係データを、これらのアプリケーションからス
クレーピングし、それらの入力項目に関するアイコンをユーザのポータブルコンピューテ
ィングデバイス上の地図上に重ね合わせて表示することができる。このような個人アプリ
ケーションは、タスク、アポイントメントまたはカレンダー、および連絡先アプリケーシ
ョンを含むものとしてよく、位置関係情報は、連絡先のアドレスなどの情報、または次回
会合の説明に一覧として表示されるアドレス情報を含むことが可能である。位置関係情報
をジオコーディングし、次いで、それぞれのそのような入力項目に関するアイコンを、個
人用ナビゲーションデバイス(地図表示アプリケーション(mapping application)を実行す
るモバイルスマートフォンであってもよい)上の地図などの、ユーザの現在位置を示す地
図上に表示することができる。
【０００６】
　例えば、ユーザは、1つまたは複数のアプリケーションに個人データを格納し、個人デ
ータに対応する物理的な位置を決定することができる。ユーザが、個人データに対応する
物理的な位置のうちの1つまたは複数に近づいたときに、そのユーザに属しているモバイ
ルコンピューティングデバイスの表示を、その物理的な位置に関係する個人データの指示
を含むように更新することができる。必要ならば、ユーザは、適切なアイコンを選択する
ことによってデバイス上に表示される個人データに関する追加情報を取得することができ
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る。
【０００７】
　一実施形態において、ジオコーディングされたユーザ情報を生成するためのコンピュー
タで実施される方法が開示される。この方法は、位置関係情報を有する入力項目について
複数の異なるデータコーパスにまたがってユーザデータを探索するステップと、その位置
関係情報に関する位置を決定するステップとを含む。この方法は、複数の異なるデータコ
ーパスからの入力項目に関する、その決定された位置における、位置関係情報を有する入
力項目の表現とともにモバイルデバイスの現在位置を示す地図を生成するステップをさら
に含む。
【０００８】
　いくつかの態様では、地図を表示するためのデータは、リモートサーバから受信され、
入力項目に関するデータが、ローカルデバイスから受信され、地図上に重ねて表示される
。また、この方法は、地図上に、その地図に表示される地形の外縁からの決定された距離
である、イベントに関する入力項目を表すアイコンを表示するステップをさらに含む。そ
れに加えて、位置関係情報に関する位置を決定するステップは、記述的な位置ベースのデ
ータをリモートサーバに伝送するステップと、それに応答してジオコーディングされた情
報を受信するステップとを含む。いくつかの態様では、この方法は、ユーザデータに関連
するクエリをリモートローカル検索エンジンにサブミットするステップと、入力項目の表
現に従ってクエリに応答して受信されたデータを表すアイコンを表示するステップとをさ
らに含む。
【０００９】
　他の実施形態では、実行された場合にアクションを行う命令が記録されかつ格納される
有形な媒体が開示される。このアクションは、位置関係情報を有する入力項目について複
数の異なるデータコーパスにまたがってユーザデータを探索するステップとその位置関係
情報に関する位置を決定するステップとを含む。これらのアクションは、複数の異なるデ
ータコーパスからの入力項目に関する、その決定された位置における、位置関係情報を有
する入力項目の記述とともにモバイルデバイスの現在位置を示す地図を生成するステップ
をさらに含む。
【００１０】
　いくつかの態様では、地図を生成するための命令は、地図上に、その地図に表示される
地形の外縁からの決定された距離である入力項目を表すアイコンを表示するための命令を
さらに含むことができる。これらの命令は、地図上のパニングアクションを受信するため
の命令、および地図上の新しい位置に一致するように地図および入力項目の表示を更新す
るための命令も含む。それに加えて、これらの命令は、地図上のパニングアクションを受
信するための命令、および地図上の新しい位置に一致するように地図および入力項目の表
示を更新するための命令も含む。
【００１１】
　本明細書で説明されているシステムおよび技術は、以下の利点のうちの1つまたは複数
を備えることができる。第1に、システムは、さまざまなアプリケーションからの個人情
報をジオコーディングし、その情報を、さまざまな種類の情報を共通表示に組み込む形で
ユーザに対して表示することができる。第2に、システムは、画像表示の現在の範囲を外
れる入力項目を示すことなどによって、近くにある連絡先およびイベントとともに電子デ
ィスプレイを拡張することができる。
【００１２】
　個人情報をジオコーディングする1つまたは複数の実施形態の詳細は、付属の図面およ
び以下の説明で述べられる。個人情報をジオコーディングすることの他の特徴および利点
は、説明および図面、さらに請求項から明白になるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】ジオコーディングされたユーザ情報を表示することができる例示的な地図表示シ
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ステム(mapping system)の概念図である。
【図２Ａ】ジオコーディングされたユーザ情報を表示する能力を有する例示的な地図表示
システムのブロック図である。
【図２Ｂ】ジオコーディングされたユーザ情報を表示する能力を有する例示的な地図表示
システムの代替的実施形態を示す図である。
【図３Ａ】ジオコーディングされたユーザ情報を含む地図を作成するための例示的なプロ
セスを示す流れ図である。
【図３Ｂ】ジオコーディングされたユーザ情報を含む地図を作成するための例示的な代替
的方法を示す流れ図である。
【図４Ａ】クライアント/サーバ環境においてジオコーディングされたユーザ情報を含む
地図を作成するための例示的な方法を示す図である。
【図４Ｂ】クライアント/サーバ環境においてジオコーディングされたユーザ情報を含む
地図を作成するための例示的な代替的方法を示す図である。
【図５】例示的な地図表示システムのさまざまな態様を実装する例示的なデバイスの外観
を示す図である。
【図６】図5のデバイスの内部アーキテクチャを例示するブロック図である。
【図７】オペレーティングシステムがGOOGLEモバイルデバイスプラットフォームである場
合のデバイスによって使用されるオペレーティングシステムの例示的なコンポーネントを
例示するブロック図である。
【図８】オペレーティングシステムカーネル上でユーザ空間内において実行される例示的
なプロセスを示すブロック図である。
【図９】本明細書で説明されている技術とともに使用されうる、一般的なコンピュータデ
バイスおよび一般的なモバイルコンピュータデバイスの一例を示す図である。　さまざま
な図面内の類似の参照記号は、類似の要素を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本明細書では、ジオコーディングされたユーザ情報を含む地図を生成するためのシステ
ムおよび技術を説明する。ユーザデータは、1つまたは複数のデータベースから選択され
、選択されたデータの「現実世界」の位置が決定される。その後、選択されたデータの位
置が、ポータブルコンピューティングデバイス上に表示されている地図上に配置されたマ
ーカーによって指示されうる。例えば、女性社員が、1つまたは複数のウェブアプリケー
ションに連絡先、アポイントメント、およびタスクに関係するデータを保存することがで
きる。この女性社員が、自分のオフィスからクライアントのところへ自動車でゆくときに
、自分のすぐ近くにある保存データを表すアイコンを自分のPDAの画面上に表示すること
ができる。この女性社員が、例えば、マーカーが置かれている画面の領域にタッチするこ
とによって連絡先またはイベントを選択した場合、アポイントメントの説明または連絡先
もしくはアポイントメントに関連付けられている電話番号などの、その連絡先またはイベ
ントに関する詳細情報が表示されうる。そこで、ユーザは、例えば、クリックして電話番
号を呼び出すことができるが、そのために、それを押すか、または音声コマンドを使用し
て選択する。
【００１５】
　図1は、ジオコーディングされたユーザ情報を表示することができる例示的な地図表示
システムの概念図100である。一般に、システムは、多数のデータコーパスを含むデータ
ベースからユーザデータを抽出し、抽出されたその情報をジオコーディングし、そのジオ
コーディングされた情報をシステムによって生成された地図上に表示することができる。
図解例において、例示的な地図表示システムは、ウェブアプリケーションから情報を抽出
し、抽出された情報の物理的な位置を決定する、つまり、その情報のジオコーディングま
たはジオロケーティングを行うことができる。ユーザが移動すると、地図表示システムは
、抽出された情報の個別の物理的な位置に対応する地図上の位置に配置されているマーカ
ーを含む地図を生成することができる。
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【００１６】
　例えば、ユーザは、コンピューティングデバイスを使用して、個人情報を、オンライン
カレンダーもしくはアポイントメントブック、「to-do」もしくはタスクリスト、アドレ
スもしくは連絡先帳などのウェブアプリケーションに入力することができる。個人情報は
、ほかにもデータがあるがとりわけ、家族および友人のアドレス、履行する必要のある用
事、または次回の仕事および社会的行事を含みうる。ユーザが一方の場所から他の場所へ
移動するときに、オンラインアプリケーションに収められている情報を使用して、PDA、
ラップトップ、車載ナビゲーションシステム、または他の適切なコンピューティングデバ
イスなどの、ユーザとともに移動するコンピューティングデバイス上の地図表示に書き込
むことができる。いくつかの場合において、個人情報は、他の種類の出力を強化するため
に使用することができる。例えば、オンラインアプリケーション内に収められている個人
情報を使用して、音声通知アラームをトリガーしたり、またはユーザが個人情報に対応す
る位置に接近したときにコンピューティングデバイスを振動させたりすることができる。
【００１７】
　図1をさらに詳しく見てみると、画像102は、ジオコーディングされたユーザ情報を表示
することができる例示的な地図表示システムによって生成される表示のスクリーンショッ
トである。図解例において、ジオコーディングされた情報は、イベント122および連絡先1
18のマーカーまたはアイコンによって表すことができる。いくつかの実施形態において、
マーカー118、122は、ウェブアプリケーションおよびオンラインデータリポジトリに収め
られているユーザデータに関連付けることができる。例えば、ユーザデータは、GOOGLE C
ALENDAR、GOOGLE MAPS、GOOGLE DOCS、または他の適切なウェブベースのプログラムなど
の1つまたは複数のウェブアプリケーションに格納することができる。他の実施形態では
、それぞれのマーカー118、122は、PDA、パーソナルコンピュータ、ラップトップコンピ
ュータ、携帯電話、もしくは同様のものなどのコンピューティングデバイスに収められて
いる情報、またはモバイルデバイスに格納され、中央サーバシステムに置かれているデー
タベースと同期する情報に対応するものとすることができる。
【００１８】
　図解例において、ユーザの情報は、さまざまな適切なデータ管理アプリケーションがあ
るうち、カレンダー108、アドレス帳104、およびタスクリスト106などの1つまたは複数の
アプリケーションに格納することができる。イベントマーカー122は、例えば、カレンダ
ー108でスケジュールされている次回通院日を表すことができ、連絡先マーカー118は、ア
ドレス帳104内にリストアップされている同僚を記号化したものとしてよい。イベント122
と連絡先118の両方のマーカーの地図上の位置は、マーカー118、122によって表されるイ
ベントをもしくは連絡先の地理空間位置によって決定されうる。上述の例では、イベント
122および連絡先118のマーカーの配置は、それぞれ、医院と連絡先の自宅の実際の位置に
対応するものとすることができる。
【００１９】
　イベントまたは連絡先に関する位置は、アプリケーションからのテキスト情報をジオコ
ーディングすることによって決定されうる。例えば、連絡先入力項目では、アドレスフィ
ールド内に「ミネソタ州セントルイスパーク、ブロードウェイ01番地」などのアドレスを
入れることができ、アプリケーションは、そのアドレスフィールドをチェックして、緯度
/経度の対または他の適切にフォーマットされジオコーディングされた情報などのジオコ
ーディングされた情報と対応するようにプログラムされているサーバにテキスト情報をサ
ブミットすることなどによって、そのような情報をジオコーディングすることができる。
同様の方法により、フィルターを使用してアポイントメントの記述を調べ、通りの名称な
どの明示的なアドレス情報またはレストランの名称などの暗示的なアドレス情報(例えば
、「Spagoにて昼食」)を探すことができる。
【００２０】
　テキストアドレス情報のこのような変換は、例えば、そのような情報をユーザのデータ
ベースからスクレーピングする第1のサービスとそのテキスト情報をジオコーディングさ
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れた情報に変換する第2のサービスによって実行されうる。この変換では、さまざまなコ
ンテキスト要因を考慮することもできる。例えば、アポイントメントが昼食または夕食時
間の頃である場合、「レストラン」という語を検索語に追加するとよい。同様の方法によ
り、検索は、最初に、企業のリスティングを含むデータベースに対して実行され、現在ユ
ーザのモバイルデバイスを中心とするエリア内でローカル検索として実行されうる。
【００２１】
　他の実施形態では、イベントマーカー122は、ユーザデータベース内の特定のリストア
ップされた位置以外の場所に対応していてもよい。例えば、イベントマーカー122は、タ
スクリスト106内の未完了タスクに関係するものとすることができる。例示的な実施形態
において、システムは、タスクリスト106内の保留タスクを解析し、「食料品店」、「手
紙」、および「ドライクリーニング」などの1つまたは複数のキーワードまたはフレーズ
を選択することができる。その後、システムは、キーワードに関する同義語を生成(現在
の例では、地図システムは、選択されたキーワードに対して「スーパーマーケット」、「
郵便局」、および「クリーニング屋」をそれぞれ生成することが可能である)し、選択さ
れたキーワードまたはキーワードの同義語と一致し、ユーザの現在位置の定義済み半径内
にあるエンティティに関する参照地図データを探索することができる。次いで、システム
は、このデータを取り出すことができる。一致するエンティティに関係する住所または他
の情報を使用することで、地図システムは、一致するエンティティの実際の位置に対応す
るイベントマーカー122を地図上に書き込むことができる。現在の例では、ユーザが都市
の街路にそって移動しているときに、地図システムは、イベントマーカー122を多数の現
地食料雑貨店、米国郵便局、およびユーザから特定の距離の範囲内にあるドライクリーニ
ング店に対応する地図上に配置することができる。
【００２２】
　システムは、特定の位置関係情報を欠いているスケジュールされたカレンダーイベント
に対し類似のプロセスを実行することができる。いくつかの場合において、ユーザは、ジ
オコーディングするにはあまりにも一般的すぎる位置とともに、または位置をまったく含
めずにカレンダーイベントを入力することができる。例えば、「2007年11月1日木曜日、8
:00 pm映画鑑賞」。上述の手順に従うことによって(入力項目を解析し、同義語を生成し
、探索する)、システムは、ユーザの近辺にある映画館を特定し、地図上に対応するイベ
ントマーカー122を含めることができる。
【００２３】
　ユーザの位置と地図マーカー118、122によって表される位置との間の空間関係をユーザ
が理解しやすいように、システムでは、いくつかのマーカーに対してカラースキームまた
は透明スキームを使用することができる。状況によっては、ユーザがユーザと地図マーカ
ー118、122によって表されるイベントもしくは連絡先との間の相対距離を判定することが
困難な場合がある。例えば、ユーザは、ユーザがさらに自動車を運転しているときに地図
システムによって表示される地図の尺度を認識するのに苦労する場合がある。言い換える
と、ユーザは、表示されるマーカー118、122がユーザから2マイル離れているのか、それ
とも20マイル離れているのかを判定することができない場合がある。いくつかの実施形態
では、ユーザのプリセットされた距離の範囲内のマーカー118、122は、他のマーカーと異
なる色で表示することができる。例えば、プリセットされた距離内にあるマーカーの色を
赤とし、他のすべてのマーカーを青色とすることができるが、他のカラースキームも使用
可能である。類似の方法により、ユーザのモバイルデバイスの現在位置に近づくにつれマ
ーカーのサイズが変化するものとしてもよい。
【００２４】
　他の実施形態では、マーカー118、122は、ユーザがマーカー118、122の方へ移動すると
き、またはマーカー118、122から離れてゆくときにフェードインまたはフェードアウトす
ることができる。例えば、ユーザが職場から自宅へ移動するときに、オフィスを表すマー
カー118は、ユーザが所定のエリアの外に出るにつれフェードしてゆく(つまり、だんだん
透明になってゆく)ものとすることができる。同様に、ユーザの自宅を表すマーカー118は
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、ユーザが自宅に近づくとともに不透明になってゆくものとすることができる。いくつか
の実施形態において、カラースキームと透明スキームとを組み合わせることができる。例
えば、ユーザの周囲エリアの外にある地図マーカー118、122は、青色になり、ユーザが自
分の物理的位置から離れてゆくにつれフェードしてゆき、近くにあるマーカー118、122は
、赤色に変わり、ユーザがマーカーの実際の位置に接近するにつれ透明を失ってゆくもの
とすることができる。
【００２５】
　いくつかの実施形態では、マーカー118、122は、連絡先もしくはイベントに関連付けら
れている画像であってもよい。例えば、連絡先は、連絡先情報がウェブアプリケーション
のうちの1つに収められている人の画像で表すことができ、イベントは、そのイベントが
保持されている位置の写真によって表すことができる。他の実施形態では、連絡先および
イベントは、同僚、家族、友人、職場、自宅、ジムなどのいくつかの広義のカテゴリに分
割することができる。それぞれのカテゴリには、異なる画像を関連付けることができ、与
えられたカテゴリに入る連絡先およびイベントは、地図表示上の関連付けられている画像
によって表すことができる。また、マーカーは、図示されているように、関連情報が取り
出されたコーパス、例えば、連絡先、アポイントメント、またはタスクリストに基づいて
わずかに異なっていてもよい。
【００２６】
　画面外マーカー112、114は、現在表示されている地図セクションに隣接する地図のエリ
ア内に示されることになる連絡先118およびイベント122のマーカーを表すことができる。
いくつかの実施形態では、地図表示システムによって表示される地図のセクションは、ユ
ーザのジオコーディングされた情報のすべてを含まない場合もある。例えば、システムは
、ユーザを中心とする半径5マイルの範囲内のエリアの地図を生成することができ、その
エリアを外れているイベント122または連絡先118のマーカーは、画面に表示されなくても
よい。いくつかの実施形態では、画面外マーカー118、122は、画面外連絡先またはイベン
トの方向を表す方向矢印110の下、または横の地図表示の縁に配置することができる。そ
れぞれの画面外マーカー112、114は、その後の地図セクション内に表示されうる、非表示
イベントもしくは連絡先の数をそれぞれ示す数値を含むことができる。画面外マーカーが
表示されない場合、方向矢印110は、ユーザが現在移動している方向を表すことができる
。
【００２７】
　連絡先もしくはイベントに関連付けられている詳細は、連絡先118もしくはイベント122
のマーカーにリンクする情報ウィンドウ116内に表示されうる。情報ウィンドウ116は、マ
ーカー120に隣接しているか、またはいくつかの実施形態では、連続しない形で、関連付
けられているマーカーの近くに配置することができる。詳細は、1つまたは複数のウェブ
アプリケーションまたは他の適切なソース内に格納されている情報から抽出することがで
きる。例えば、マーカー118、122が、連絡先を表す場合、情報ウィンドウ116内に表示さ
れる詳細は、連絡先の名称、アドレス、電話番号などを含むことができる。
【００２８】
　ディスプレイ102に示されているマーカーは、おなじみの仕方でフィルター処理するこ
ともできる。特に、ボタンは、ディスプレイ102に示すことができ、このボタンを選択す
ることで、いくつかのクラスのマーカー(例えば、タスクリスト、連絡先、またはアポイ
ントメント)の表示または非表示を行わせることができる。このようなインタラクティブ
な操作は、ユーザがレイヤ(例えば、通りの名称、ジオコーディングされた写真、および
同様のもの)をGOOGLE MAPSなどのアプリケーションに現在追加することができる方法に近
いものと言える。このような方法を用いることで、ユーザは、自分のディスプレイを個人
化し、自分にとって今のところ無関係の情報でディスプレイが乱雑にならないようにする
ことができる。
【００２９】
　また、特定のユーザ情報を自動的にフィルター処理することもできる。例えば、近い将
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来(つまり、当日)発生するアポイントメントに関係するアポイントメントデータについて
のみマーカーを表示するようにできる。同様の方法により、連絡先に関するマーカーを親
友または家族にのみ限定することができる。連絡先情報は、ソーシャルネットワーキング
アプリケーションから抽出することもでき、マーカーは、一次の社会的接触にのみ限定さ
れうるか、または類似の制限因子によって制限されうる。
【００３０】
　いくつかの場合において、デバイスは、その位置を監視し、注目する場所が近くである
ときにユーザに警告することができる。例えば、ユーザが関連する位置(例えば、自宅ま
たは会社)に接近したときに、デバイスは、聴覚(例えば、音声通知アラーム)または触覚(
例えば、振動)によるインジケータを起動して、その注目する場所が近いことをユーザに
通知することができる。いくつかの場合において、これらの警告は、所望の位置またはイ
ベントへの物理的な近さ、時間的な近さ、またはナビゲーション上の近さによってトリガ
ーされうる。例えば、指定された会社から5マイル以内にユーザが来たときに警告をトリ
ガーすることができる。いくつかの実施形態において、警告は、イベントが始まろうとす
るときにトリガーされうる。例えば、デバイスは、映画ショータイムの15分前に振動する
ようにできる。他の場合には、所望の位置(例えば、食料雑貨品店)への出口に近づいたと
きにトリガーされうる。いくつかの実施形態では、これらの聴覚または触覚通知アラーム
は、警告、通知アラーム、地図表示上に表示するアイコンに加えた(それらの代わりとな
る)ものとしてよい。
【００３１】
　いくつかの実施形態において、トリガーイベントは、ユーザ側で指定することができる
。例えば、ユーザは、気象予報または現在の気象状態、価格比較結果、誕生日、サーフレ
ポートなどに基づいて警告を設定することができる。いくつかの場合において、ユーザは
、1つまたは複数のトリガーイベントまたは警告インジケータを組み合わせて警告を形成
することができる。例えば、ユーザは、選択された映画がショータイムから15分後に始ま
り、この映画を上映する映画館が10マイル以内にある場合に、デバイスが音声通知アラー
ムを発し、適切な地図アイコンを表示するように指定することができる。
【００３２】
　代替的実施形態において、トリガーイベントは、ユーザ用に自動的に生成されうる。例
えば、ユーザは、オンライン小売店によって一般的に採用されているような推奨システム
からの提案を受け取ることを選択することができる。これらの推奨システムは、注目する
アイテムを、いろいろな方法があるが、例えば、類似の消費者が興味を持ったアイテムを
識別することによって、またはユーザの購入履歴を調べることによって、ユーザに提案す
ることができる。推奨システムは、識別された提案を地図表示システムに提供し、次いで
、地図表示システムは、適切な通知アラーム(例えば、地図アイコン、音声通知アラーム
、または触覚通知アラーム)を発生させることができる。図解例において、ユーザは、映
画推奨を加入者に提示することができる映画レンタルサービスに加入することができる。
このサービスは、ユーザが見たことのある映画に似ている、または他の何らかの基準を満
たす映画に関する推奨を生成することができる。ユーザがこのサービスから提案を受け取
ることを選択した場合、このサービスは、これらの推奨をユーザの地図表示システムに供
給することができる。次いで、システムは、それらの推奨をジオコーディングすることが
できる。例えば、システムは、推奨された映画を扱っていると思われる映画レンタル店の
位置を表す地図アイコンを生成することができる。または、推奨された映画が、現在劇場
で上映中である場合、システムは、その映画を上映している劇場の位置を表す地図アイコ
ンを作成することができる。いくつかの実施形態において、推奨サービスは通知アラーム
を作成し、それらの通知アラームを地図表示システムに伝送することができる。図解例の
推奨システムは、映画レンタルを伴っていたけれども、他の推奨システムも使用すること
ができる。例えば、ユーザにとって興味があると思われる製品もしくはサービスを提案す
る推奨システムを使用することができる。
【００３３】
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　図2Aは、ジオコーディングされたユーザ情報を表示する能力を有する例示的な地図表示
システムのブロック図200である。システムは、インターネットなどのネットワーク208上
で地図製作アプリケーション202と通信することができる車両206に付随するリモートコン
ピューティングデバイス204(例えば、ラップトップコンピュータ、PDA、スマートフォン
、ポータブルナビゲーションデバイスなど)を備えることができる。地図製作アプリケー
ション202は、ユーザデータ220、1つまたは複数のアプリケーション218、位置解決モジュ
ール216、位置スクレーパ214(location scraper)、ユーザデータ地図表示モジュール212(
user data mapping module)、およびインターフェイス210を含むものとしてよい。
【００３４】
　例示的な一実施形態において、地図製作アプリケーション202は、ウェブベースのモジ
ュール、アプリケーション、およびオンラインデータウェアハウスの集合体として実装す
ることができる。図1を参照しつつ説明されているように、ユーザデータ220は、ほかにも
データがあるがとりわけ、ユーザのカレンダー108、タスクリスト106、およびアドレス帳
104にある情報を含むものとすることができる。位置スクレーパ214は、位置情報について
ユーザデータ220を検索することができる。例えば、位置スクレーパ214は、場所の名称(
例えば、ホワイトハウス)、アドレス、座標データ、または他の種類の位置情報について
所定のユーザファイル内を検索することができる。
【００３５】
　いくつかの実施形態では、位置スクレーパ214は、位置を示すテキストについていくつ
かのウェブサイトを検索する「ウェブクローラー」として実装されうる。例えば、位置ス
クレーパ214は、商号、エリア名、アドレスなどについて選択されたウェブサイトを検索
することができる。いくつかの実施形態では、位置スクレーパは、指定された形式、例え
ば、連続する5桁の数字(郵便番号であってもよい)、「アパート」または「Apt」という単
語、それに続けて1つまたは複数の数、市の名称、そして州の名称などからなる形式のデ
ータを検索することができる。他の実施形態では、位置スクレーパは、位置を示す「ウォ
ーカー博物館(Walker Museum)」、「ディンキータウン」、または「ミネソタ州立大学」
などの定義済みのテキストを検索することができる。いくつかの状況において、位置スク
レーパ214は、所定のウェブアプリケーションに位置ベースの情報を要求することができ
るか、または上述の方法で位置ベースの情報についてアプリケーションに関連付けられて
いるデータを検索することができる。
【００３６】
　あるいは、位置ベースのデータについてユーザデータ220を検索する代わりに、または
ユーザデータ220を検索することに加えて、ユーザもしくは他のエンティティが地図製作
アプリケーション202に位置情報を供給することができる。いくつかの実施形態では、ユ
ーザは、リモートコンピューティングデバイス204を使用して位置情報を地図製作アプリ
ケーション202に直接入力することができる。他の実施形態では、連絡先またはイベント
も、位置情報をアプリケーション202に伝送することができる。例示的な一実施形態にお
いて、ユーザがいくつかの連絡先またはイベントに近づいたときに、その連絡先またイベ
ントは、その位置に関する情報を地図製作アプリケーション202に送信することができる
。例えば、ユーザが店の指定された距離の範囲内に入ったときに、ユーザの存在を知らせ
るアラートが店のコンピュータシステムに送られ(例えば、デバイスが信号をその店に伝
送し)、応答として、店のアドレスおよび他の情報(例えば、店の現在のセールスプロモー
ションに関する情報)をシステム202に伝送することができる。類似の方法で、連絡先は、
ユーザがその連絡先の付近にいるときにユーザに自分自身の位置情報を送信することがで
きる。
【００３７】
　ユーザ側では、そもそもシステムと、または他のユーザと共有される位置に関する情報
の量を制御することができる。特に、情報の共有は、ユーザがそのような共有に同意する
肯定的ステップを実行する場合のみ許され、したがって、システムの既定では、ユーザデ
ータに関するプライバシーを守る。
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【００３８】
　位置解決モジュール216は、位置の記述を、緯度/経度の対などのジオデータに変換する
ことができる。位置解決モジュール216は、各種のおなじみの形態をとり、位置ベースの
記述的情報を解析し、それをその情報と一致する1つまたは複数の一意的な位置を識別す
る解決エンジンに供給することができる。次いで、モジュール216は、複数の結果がある
場合に1つまたは複数の発見的規則をそれらの結果に適用することができる。例えば、最
高の類似度を有する結果を使用することができるか、またはユーザの現在位置に最も近い
結果を使用することができる。例えば、記述テキストが「スミス123番地」であり、スミ
スストリートとスミスアベニューが1つの町にある場合、関連する位置を、123番地の家の
リスティング、その時点においてユーザのモバイルデバイスに最も近い通り、位置に一致
する他のコンテキスト情報を含むリスティング(例えば、スミスアベニューにDitalio's P
izzeriaがあり、アポイントメントがDitalio'sまたはpizzaという語も含む場合)、または
他の何らかのパラメータと一致する通りを含む通りとして選択することができる。
【００３９】
　デバイスの現在位置を識別する必要がある場合、コンピューティングデバイス204は、
その位置をネットワーク208を使って地図製作アプリケーション202に伝送することができ
る。このような状況において、デバイス204上のGPSまたは他の技術は、よく知られている
方法で位置識別子を生成することができる。タワー三角測量法を使用する場合、地図製作
アプリケーション202は、自動的に、デバイス204の位置を決定することができる。
【００４０】
　地図製作アプリケーション202がユーザデータに関する情報を地図に埋める作業を行う
場合、地図製作アプリケーション202は、参照地図データがデバイス204の位置に対応する
かどうかを判定することができる。例えば、デバイス204は、その現在位置の緯度および
経度を好適な通信手段を通じて地図製作アプリケーション202に伝送することができる。
地図製作アプリケーション202がデータを受信した後、地図製作アプリケーション202は、
提供されるデータに対応する参照地図データ内における位置を検索することができる。
【００４１】
　ユーザデータ地図表示モジュール212は、ジオコーディングされたユーザ情報を含むユ
ーザの現在位置の地図を生成することができる。地図は、GOOGLE MAPSによって提供され
る方法などのさまざまな方法で生成されうる。例えば、地図の拡大縮小レベルを決定する
ことができ、ユーザの位置の周りの、その拡大縮小レベルにおける、複数の地図タイルを
フェッチし、デバイス204に伝送してユーザに対し表示することができる。
【００４２】
　いくつかの実施形態では、その後、ユーザデータ地図表示モジュール212は、位置スク
レーパ214によって収集されたデータの物理的位置を決定する。例えば、位置スクレーパ2
14は、ユーザデータ地図表示モジュール212に対し、スクレーピングされた関連のイベン
ト毎に住所または緯度/経度情報(例えば、位置解決モジュール216によって生成されるよ
うな)を供給することができる。その後、ユーザデータ地図表示モジュール212は、参照地
図データ内のアドレスを特定し、特定された地図データに関連付ける適切なマーカーを選
択することができる。最後に、地図表示モジュール212は、地図表示を作成し、ユーザの
位置を表すマーカーをその地図表示に埋め込むことができる。
【００４３】
　インターフェイス210は、受信データを解釈し、送信データをパッケージングしてデバ
イス204によって受信されるようにできる。いくつかの実施形態において、位置ベースの
データをコンピューティングデバイス204から受信した後、インターフェイス210は、デー
タをユーザデータ地図表示モジュール212に供給する。ユーザデータ地図表示モジュール2
12は、必要ならば、位置解決モジュール216を使用して、データを地図製作アプリケーシ
ョン202による使用に適した形式、例えば、座標データに変換することができる。上述の
ように、その後、ユーザデータ地図表示モジュール212は、現在表示されるべき地図上の
位置に一致する位置を有する入力項目についてデータを検索することによってその参照地
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図データ内でデバイス204の位置を決定することができる。
【００４４】
　地図表示モジュール212が関連する参照地図データを取り出した後、位置スクレーパ214
によって取得された情報は、取り出された地図データ内のジオコーディングされたマーカ
ーの配置を決定するために地図表示モジュール212によって使用される。いくつかの実施
形態では、ユーザデータ地図表示モジュール212が、位置スクレーパ214によって収集され
たデータの物理的位置を決定する。例えば、位置スクレーパ214は、住所をユーザデータ
地図表示モジュール212に供給することができる。その後、ユーザデータ地図表示モジュ
ール212は、データを位置解決モジュール216に受け渡すことなどによってアドレスのマー
カーを生成することができる。他のデータ型では、異なる処理技術を必要とする場合があ
る。いくつかの実施形態では、位置スクレーパ214によって特定されたキーワードまたは
フレーズを共通の位置の名称およびその関連付けられている座標のリストと比較して、参
照地図データ内の対応する位置を決定することができる。例えば、「メトロドーム」とい
う単語を参照地図データ内の人気スポットの位置のリストと比較することができる。一致
する位置の名称が見つかった(この例では、一致する名称が「ヒューパート・H・ハンフリ
ー・メトロドーム」としてよい)場合、その一致する名称に関連付けられている座標デー
タにフラグを立てて、後から、その位置を表すマーカーを、地図上の、メトロドームの物
理的位置に対応する位置に表示することができる。代替的一実施形態において、位置スク
レーパ214は、同様にして、ユーザデータ220から抽出された情報に対応する参照地図デー
タ内の位置を決定することができる。
【００４５】
　図2Bは、ジオコーディングされた情報を表示する能力を有する地図表示システム240の
代替的実施形態を示す図である。この例では、機能の大半が中央サーバ上で実行されてい
た図2Aとは反対に、モバイルデバイス上で実行される地図表示機能が多くなっている。こ
れら2つのシステムは、例としてのみ構成されており、他の配置構成も使用することがで
きる。
【００４６】
　図2Bを参照すると、地図表示システム240は、コンピューティングデバイス242、リモー
トコンピューティングデバイス248、ネットワーク246、および基地局244を備えることが
できる。コンピューティングデバイス242は、アプリケーションストレージ262、ユーザデ
ータ260、位置スクレーパ256、位置ベースのデータストレージ258、ユーザデータ地図表
示モジュール252、位置特定エンジン254、およびインターフェイス250を備えることがで
きる。アプリケーションストレージ262は、アプリケーションおよびその関連付けられて
いるデータを収容することができる。上述のように、このようなアプリケーションとして
、カレンダー、タスクリスト、アドレス帳、および同様のものを挙げることができる。ユ
ーザデータ260は、連絡先、タスク、イベント情報などのユーザ情報を含むことができる
。
【００４７】
　図2Aを参照しつつ上で説明されているように、位置スクレーパ256は、位置情報につい
てユーザデータ260を(および、実施形態によっては、アプリケーションストレージ262も)
検索することができ、次いで、位置スクレーパ256は、その位置情報を位置ベースのデー
タストレージ258に格納することができる。この例では、位置スクレーパ256は、スマート
フォンなどのモバイルデバイスである、コンピューティングデバイス242上に格納されて
いるファイルを分析する。
【００４８】
　位置特定エンジン254は、コンピューティングデバイス242の現在位置を決定し、位置記
述(例えば、アドレス)を位置識別子(例えば、緯度/経度座標)に変換することもできる。
位置特定エンジン254は、このような変換それ自体を実行することができるか、または位
置記述子をサーバ248などのリモートサーバに受け渡し、それに対する応答として位置識
別子を受信することができる。いくつかの実施形態では、位置特定エンジン254は、コン
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ピューティングデバイス242の位置を、デバイス242内のGPS受信機にアクセスすることに
よって計算することができる。他の実施形態では、位置特定エンジン254は、デバイス242
の位置を、基地局244の位置を使用するか、または適切な他の技術を使用することによっ
て推定することができる。位置特定エンジン254は、位置情報を後述のユーザデータ地図
表示モジュール252に供給するか、またはデバイスの位置を位置ベースのデータストレー
ジ258に格納することができる。
【００４９】
　いくつかの実施形態において、位置特定エンジン254は、位置ベースのデータストレー
ジ258内に格納されている位置ベースのデータを処理することもできる。いくつかの実施
形態において、位置特定エンジン254は、位置ベースのデータストレージ258内に格納され
ている位置ベースのデータに対応する地図エンティティについて参照地図データを検索す
ることができる。例えば、位置特定エンジン254は、キーワード(例えば、「ラシュモア山
」)に関係するエンティティ、座標データ、住所、位置の名称、または位置ベースのデー
タストレージ252に見つかるそのような他の情報について地図データを検索することがで
きる。位置特定エンジン254は、対応するエンティティを見つけた後、エンティティの座
標をユーザデータ地図表示モジュール252に送信することができる。
【００５０】
　いくつかの実施形態において、ユーザデータ地図表示モジュール252は、ジオコーディ
ングされたユーザ情報(例えば、ユーザの現在位置およびユーザに関連付けられているイ
ベントに関する)を含むユーザの現在位置の地図を作成することができる。地図表示モジ
ュール252は、ユーザがデバイス242上のナビゲーションアプリケーションを起動するため
にデバイス242のディスプレイ上のアイコンを選択したときに呼び出されうる。位置ベー
スのデータは、施設もしくはトピック(例えば、「Tony's Pizza」もしくは「牛乳」)また
はアドレス(例えば、「カリフォルニア州○○、メインストリート123番地」)のテキスト
表現から緯度/経度座標の対などの位置識別子への変換のために位置特定エンジン254にも
すでに供給されている。このような状況において、この座標の対は、位置ベースのデータ
258内に格納されている可能性があり、地図表示モジュール252は、そのようなデータに直
接アクセスすることができる。
【００５１】
　地図表示モジュール252は、デバイスの現在位置、および位置特定エンジン254について
位置スクレーパ256によって収集された位置ベースのデータを要求することができる。地
図表示モジュール252は、位置ベースのデータを受信すると、図1に示されているのと同様
にして、情報をデバイス242上のグラフィカルユーザインターフェイスに送り、デバイス
上に表示することができる。例えば、地図表示モジュール252がデバイス242の現在位置を
受信した後、これは、その位置をサーバ248に伝送して、適切なエリアに関する地図タイ
ルをそれに返させるようにすることができ、また、位置スクレーパ256によって抽出され
たどのような位置ベースのデータがデバイス242の付近にあるかを判定し、その位置ベー
スのデータをメモリから(例えば、ユーザストレージ260から)ロードすることができる。
【００５２】
　いくつかの場合において、図2Aおよび2Bに関して上で説明されている機能は、コンピュ
ーティングデバイス間に分割することができる。例えば、PDA、ラップトップコンピュー
タ、またはポータブルナビゲーションデバイスなどのリモートコンピューティングデバイ
スは、とりわけ、アプリケーションおよびユーザデータを含みうる。例えばリモートサー
バ上に格納されている、地図製作アプリケーションは、とりわけ、位置スクレーパ、位置
解決モジュール、およびユーザデータ地図表示モジュールを備えていてもよい。この実施
形態では、リモートコンピューティングデバイスは、ユーザデータおよびアプリケーショ
ンデータを地図製作アプリケーションに伝送することができ、次いで、このアプリケーシ
ョンが、ジオコーディングされたユーザ情報を含みうる地図を生成することができる。他
の実施形態では、リモートコンピューティングデバイスは、例えば、位置スクレーパ、位
置解決モジュール、およびユーザデータ地図表示モジュールを備えることができる地図製
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作アプリケーションを収容することができるが、リモートサーバは、とりわけ、アプリケ
ーションデータおよびユーザデータを格納することができる。この実施形態では、リモー
トコンピューティングデバイスは、リモートサーバによって供給されるアプリケーション
データおよびユーザデータを使用してジオコーディングされた地図を生成することができ
る。
【００５３】
　図3Aおよび3Bは、ジオコーディングされたユーザ情報を含む地図を生成するための例示
的なプロセス300、320の流れ図である。プロセス300は、例えば、システム200および240
などのシステムによって実行することができるが、わかりやすくするため、この後の説明
では、システム200および240ならびに概念図100をプロセスを説明するための例の基礎と
して使用する。しかし、他のシステム、またはシステムを組み合わせて使用して、プロセ
ス300、320を実行することもできる。一般に、図3Aのプロセス300は、ユーザに関する位
置ベースのデータを識別するステップと、そのときにユーザの位置を中心として地図上に
データを表示するアプリケーションによりユーザの位置を追跡するステップとを伴う。図
3Bは、類似のプロセス320を伴うが、ユーザの位置の追跡は、そのときにアプリケーショ
ンがユーザへの表示を更新できるようにアプリケーションに関連すると思われるイベント
をアプリケーションに報告して戻す専用位置追跡モジュールによって実行される。
【００５４】
　図3Aを参照すると、流れ図は、ジオコーディングされたユーザ情報を含む地図を作成す
るための例示的なプロセス300を示している。ステップ302で、ユーザデータファイルを識
別する。いくつかの実施形態では、位置スクレーパ214は、位置ベースのデータを含む可
能性があるユーザファイルについてユーザデータ220を検索することができる。いくつか
の実施形態では、位置スクレーパ214は、指定されたファイル拡張子を持つファイル、指
定された位置(例えば、特定のウェブアドレス)に配置されているファイルを検索すること
ができるか、またはユーザが検索するターゲットファイルを位置スクレーパ214に対して
指定することができる。いくつかの実施形態では、ウェブアプリケーションは、例えば、
アプリケーションのウェブアドレスによって指定することができる。
【００５５】
　データがサーバ上に格納されている場合、位置スクレーパ214は、ウェブアプリケーシ
ョンがユーザ情報を格納していると思われるデータファイルを送信するよう要求すること
ができる。いくつかの状況の下で、位置スクレーパ214は、所定のデータファイルを要求
することができ、とりわけ、データファイルは、ウェブアプリケーションによって動的に
生成されうる。他の状況において、位置スクレーパ214は、アプリケーションのウェブサ
イトおよび関連付けられているデータストレージおよび正確な位置ベースのデータを「ク
ローリング」することができる。例えば、すでに説明されているように、位置スクレーパ
214は、座標データ、アドレスなどの位置情報を含むテキストまたは他のデータを求めて
アプリケーションウェブサイトおよび関連付けられているデータストレージにアクセスす
ることができる。
【００５６】
　この方法は、ステップ304に進み、そこで、位置関係データをファイルからスクレーピ
ングする。いくつかの実施形態において、位置スクレーパ214は、位置ベースのデータに
ついてユーザデータファイルを検索することができる。例えば、位置スクレーパ214は、
住所、道路および交差点の名称、座標データ(例えば、緯度および経度)、ならびに位置の
名称(例えば、会社、市、町、州など)についてユーザデータファイルを検索し、解析する
ことができる。それに加えて、位置スクレーパ214は、キーワード(例えば、ホテル、モー
ル、靴の修理など)、キーフレーズ(例えば、ラ・ガーディア空港近くのホテル)、地理的
特徴(例えば、低層建築物)、および運転方向(例えば、シカゴからミネアポリスへ)につい
てデータを検索することができる。このような抽出は、さまざまなよく知られているメカ
ニズムのいずれかに従って実行されうる。この例における抽出は、連絡先、タスクリスト
、およびアポイントメントなどのデータの複数のコーパスにまたがって実行される。
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【００５７】
　位置関係データが、1つまたは複数のファイルからスクレーピングされた後、スクレー
ピングされたデータは、ステップ306において複数のグループに分類される。いくつかの
状況において、位置スクレーパ214は、位置関係データをデータ型に基づいて異なるカテ
ゴリにソートすることができる。例えば、データは、住所、道路および交差点の名称、座
標データ、位置の名称、キーワード、キーフレーズ、地理的特徴、ならびに運転方向のカ
テゴリにソートされうる。代替的一実施形態において、データは、データの地図化を実行
する前に必要と思われる処理の量で分類することができる。ユーザデータ地図表示モジュ
ール212によって使用される前に操作を必要としないデータ(例えば、座標データ)は、地
図表示モジュール212による処理を必要とする可能性のあるデータ、例えば、キーワード
およびキーフレーズから分離することができる。
【００５８】
　次いで、データのジオコーディングされたバージョンに変換するためにデータをサブミ
ットすることができる。例えば、モバイルデバイスは、スクレーピングされた位置関係情
報をジオコーディングサーバにサブミットすることができ、これは、位置関係情報に対応
する1つまたは複数の位置に関する座標データを返すことができる。情報が、データを地
図化するために必要な処理の量に応じてすでに分類されている場合、データの一部を局所
的にジオコーディングすることができ、このようなジオコーディングは、比較的単純であ
り、他の情報をジオコーディングのためにリモートサーバにサブミットすることができる
。
【００５９】
　プロセス300は、データの取得元であるコーパスに基づくなど、データによって表され
るイベントのタイプに基づいて、データをいくつかのグループにさらに分類することもで
きる。一例として、すべてのアポイントメントを1つのグループに入れるか、またはこれ
に特定の方法でフラグを立てることができ、すべての連絡先は別のグループに入れられる
。このようなグループ化は、イベントの異なる形態を表示する際に異なるアイコンを使用
する場合など、イベントのその後の表示の補助ともなりうる。
【００６０】
　ステップ306で、データをいくつかのグループに分類した後、ステップ308で、コンピュ
ーティングデバイス204の位置を監視する。例えば、地図表示アプリケーションは、デバ
イス204上のGPSモジュールから情報を実質的に受信し続けるか、またはデバイスが地理的
位置の周りを移動しているときに他の何らかの方法でデバイス204に関する更新された位
置情報を受信することができる。
【００６１】
　その後、現在位置におけるデータが、ステップ310で、識別され、表示される。例えば
、プロセス300は、デバイス204に関する位置を識別し、そのデバイス204の周りの地図の
拡大縮小レベルを識別することができる。このような情報は、表示する地図と同じサイズ
であるか、またはその地図よりも大きい境界ボックスを識別するために使用されうる(例
えば、地図の縁から外れるイベントが指示される場合)。プロセス300は、テーブルの1つ
の列がイベントのジオコーディングされた位置であるテーブル内に格納することができる
すべての識別されたイベント(例えば、連絡先、アポイントメントなど)について検索し、
計算された境界ボックスの内側にあるすべてのイベントを識別することができる。それに
加えて、ユーザのイベントのうちの1つが牛乳とパンを買って帰るというタスクである場
合にデバイス204の近くの食料雑貨品店などの適切なエリア内にある追加アイテムを見つ
けるためのクエリをリモートサーバにサブミットすることができる。このようなクエリに
関する検索結果を、識別され地図上にオーバーレイとして表示されるデータに追加するこ
とができる。
【００６２】
　いくつかの実施形態において、コンピューティングデバイス204の位置をユーザデータ
地図表示モジュール212に伝送し、適切な地図表示データを生成させることができる。ユ
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ーザデータ地図表示モジュール212は、位置関係データを使用して、ユーザの現在位置の
地図を作成することができる。例えば、デバイス204の現在位置の経度および緯度は、ユ
ーザデータ地図表示モジュール212に伝送することができる。位置ベースのデータを受信
した後、地図表示モジュール212は、解決モジュール216によって提供される座標に対応す
るその参照地図データ内の位置を見つけるか、またはその位置をリモートサーバにサブミ
ットして、その位置をその位置に関する地図表示データに解決することができる。参照地
図データ内のデバイスの位置が見つかったら、地図表示モジュール212はすべての地図デ
ータ点(例えば、適切な拡大縮小レベルの地図タイル)をメモリからの指定された半径(例
えば、5マイル)または境界ボックス内にロードすることができるか、または後で処理する
ためにそのデータにマークを付けることができる。
【００６３】
　次に、地図表示モジュール212は、位置スクレーパ214によって供給される位置ベースの
データを使用して、ユーザ情報がもしあれば、どのようなユーザ情報が地図表示モジュー
ル212によって作成されるユーザの現在位置の地図上に表示されるべきかを決定すること
ができる。いくつかの実施形態において、位置スクレーパ214は、ユーザデータ220から抽
出された位置関係データを、その位置関係データに関するジオコーディングされたデータ
とともに地図表示モジュール212に送信することができる。
【００６４】
　位置関係データが受信された後、地図表示モジュール212は、位置スクレーパ214によっ
て供給された位置ベースのデータに対応する参照地図データ内の1つまたは複数の位置を
見つけることができる。例えば、地図表示モジュール212は、最初に、それが作成する地
図の境界を定義するものとしてよく、例えば、地図表示モジュール212は、ユーザの現在
位置から半径5マイルの範囲内にある地図データ、または特定の境界ボックスの内側にあ
るデータのみを表示することができる。次に、地図表示モジュール212は、位置スクレー
パ214によって供給される特定の位置ベースのデータが地図境界の中にあるか確認するこ
とができる。いくつかの実施形態では、地図表示モジュール212は、最初に、さらに処理
を必要としないと思われる位置スクレーパ214からの位置ベースのデータ(例えば、座標デ
ータ)が、地図境界の外側にあるかどうかを判定することができ、もし外側にあれば、そ
の位置ベースのデータは、地図から除外される。次いで、地図表示モジュール212は、追
加の操作を必要とすると思われる位置ベースのデータ(例えば、キーワードまたはフレー
ズ)を地図境界と比較することができ、上記のように、地図境界の外側にある位置ベース
のデータは、地図に含まれない。例えば、位置スクレーパ214は、「ホテル」というキー
ワードを地図表示モジュール212に供給することができる。地図モジュール212は、「ホテ
ル」の同義語(例えば、「宿」または「ロッジ」)を生成し、これらの単語のうちの1つま
たは複数を含む位置に関する参照地図データを検索することができる。キーワード、また
はその同義語のうちの1つのいずれかを含む地図データ(もしあれば)の座標をすでに生成
されている地図境界と比較し、その境界の外側にある座標データを地図から除外すること
ができる。しかし、一般に、このような曖昧な位置関係データは、ユーザが移動するとき
に地図を示す現在アクティブ状態にあるウィンドウの内側に入っているかどうかについて
追跡できるようにジオコーディングされるか、または他の何らかの方法で最初に処理され
る。
【００６５】
　ユーザのデバイスおよび関連するユーザデータの両方の参照地図データ内の位置が決定
されたときに、地図表示モジュール212は、デバイス204などのモバイルコンピューティン
グデバイス上に地図を生成するためのデータを供給することができる。このような供給は
、データがデバイス204それ自体の上で構成される場合に局所的に実行されうるか、また
は地図表示サービスを提供するサーバからコンピューティングデバイス204のユーザに、
インターネットなどのネットワーク上でのデータの伝送として行われうる。
【００６６】
　現在位置におけるデータが、識別され、表示された後、この方法はステップ312に進む
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。ステップ312において、ユーザからアイテム(例えば、イベント122または連絡先118のマ
ーカー)の選択結果が届き、アイテム詳細が表示される。いくつかの実施形態において、
ユーザがマーカー118、122に関する情報を望んでいる場合、ユーザはマーカーを選択し、
それに対する応答として、地図表示モジュール212が情報ウィンドウ116内に所望の情報を
表示することができる。例えば、ユーザは、ユーザの友人のうちの1人の友人の写真を示
すアイコン(このアイコンが友人の連絡先ファイル内のアドレス上に表示される場合)を選
択することができ、その友人に関する詳細連絡先情報が、ポップアップボックス内に表示
されうる。
【００６７】
　いくつかの実施形態において、情報ウィンドウ116は、ユーザがイベントもしくは連絡
先の所定の距離の範囲内に入ったときに自動的に表示されうる。例えば、ユーザがそのよ
うな情報に直ちに関心を持つとの仮定の下で、非常に近い将来のアポイントメントが、情
報ウィンドウ116全体に表示されるほど十分に希であり、かつ十分に重要であることがあ
る。あるいは、情報ウィンドウ116は、地図表示システムに関するユーザによるインタラ
クティブな操作、例えば、キーボード打鍵、スタイラスもしくはフィンガータップ、また
は他の適切な入力(例えば、音声)に応答して表示されうる。表示されると、情報ウィンド
ウ116は、下にある地図が見えなくならないように部分的に透明にもなりうる。
【００６８】
　いくつかの実施形態において、情報ウィンドウ116は、連絡先または他のイベントにリ
ンクされうるユーザデータ220に含まれる情報を表示することができる。例えば、連絡先
に関する情報ウィンドウ116は、ユーザデータ220から選ばれたいくつかのデータのうち特
に、連絡先の名称、アドレス、ならびに自宅および職場の電話番号を収容することができ
る。いくつかの実施形態において、地図システムによって収集された情報は、ユーザデー
タ220に含まれる情報に加えて、またはその代わりに使用することができる。例えば、地
図システムは、連絡先またはイベントの名称を検索エンジンに入力し、検索結果、つまり
、結果のサマリーを情報ウィンドウ116内に表示することができる。同様に、イベントが
、「牛乳」または類似のキーワードである場合、位置関係情報を、デバイス204を中心と
するエリア内での「牛乳」または「食料品店」の局所検索クエリに応答して取得すること
ができ、検索結果からの特定の詳細情報(例えば、会社のアドレスおよび電話番号の情報)
を情報ウィンドウ116に表示することができる。
【００６９】
　代替的一実施形態において、情報ウィンドウ116は、連絡先またはイベントとユーザと
の関係に関係するデータも表示することができる。例えば、システム200は、デバイスの
現在位置および速度(デバイスに内蔵されているGPS受信機および加速度計などの装置によ
ってもたらされうる)を使用して、選択されたマーカー118、122に関連付けられている位
置におけるユーザの推定到着時刻を計算することができる。計算が済むと、地図システム
は、情報ウィンドウ116内に推定到着時刻を表示することができる。
【００７０】
　地図表示モジュール212(または他の実施形態では、コンピューティングデバイス204)は
、情報ウィンドウ116を、地図上に見えるマーカー118、122の数を増やすような仕方で地
図上に配置することができる。いくつかの実施形態において、情報ウィンドウ116は、連
絡先マーカー120の情報ウィンドウ116によって示されているようなウィンドウ116の関連
するイベント122または連絡先118のマーカーに隣接するものとすることができるが、状況
によっては、ウィンドウ116が関連付けられているマーカー118、120に隣接する場合には
、ウィンドウ116は、多数の他のマーカー118、122を隠す。画面上に見えるマーカー118、
122の数を最大化するために、地図表示システムは、情報ウィンドウ116をマーカー118、1
22を含まない、または最小数のマーカー118、122を含む表示のエリア内に配置することが
できる。あるいは、システム200は、ウィンドウ116のサイズを所定の最小ウィンドウサイ
ズまで縮小して、ウィンドウ116が重なるマーカー118、122の数を減らすことができる。
システム200は、ユーザの前のエリアが地図上に遮られないようにウィンドウ116をデバイ
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スの移動方向から遠ざかるエリア上に配置することもできる。
【００７１】
　いくつかの場合において、情報ウィンドウ116は、イベントまたは連絡先に関係するリ
アルタイム情報を表示することができる。例えば、イベントマーカー122は、飛行機また
は列車の出発など、遅延もしくはキャンセルが日常的に生じうるイベントを表すことがで
きる。システム200は、いくつかの実施形態において、イベントに関係するデータリポジ
トリにクエリを実行し、イベントのステータスを情報ウィンドウ116内に表示することが
できる。図解例において、ユーザが自動車で空港へゆくときに、地図表示システムは、ス
テータス情報が更新されていないか航空会社のウェブサイトを定期的にチェックし、情報
ウィンドウ116にその情報(例えば、現在予定されている搭乗または出発時刻)を入れるこ
とができる。
【００７２】
　図3Bを参照すると、流れ図は、ジオコーディングされたユーザ情報を含む地図を作成す
るための代替的な例示的プロセス320を示している。一般に、この方法は、図3Aの方法300
に類似しているが、デバイスの位置情報を監視するために専用位置追跡モジュールを使用
する。このようなモジュールは、デバイス上のオペレーティングシステムによって提供さ
れるサービスの形態をとりうる、地図表示アプリケーションから独立している1つのモジ
ュールとすることができる。さまざまなアプリケーションが、アプリケーションが追跡す
ることを望むオブジェクトの位置または境界ボックスなどの、位置ベースのデータをモジ
ュールに登録することができる。追跡モジュールは、そのようなオブジェクトおよびその
位置のリストを、オブジェクトを登録したアプリケーションのインジケータとともに格納
することができる。次いで、モジュールは、GPSモジュールなどから、位置情報を常時受
信し、その情報を格納されているオブジェクトに関する位置情報と比較することができる
。位置の重なりがある場合、モジュールは、該当するアプリケーションに警告を発し、そ
のアプリケーションに、デバイスに関する現在位置を受け渡すことができる。
【００７３】
　この方法で、単一のモジュールが複数のアプリケーションに関する位置の追跡を管理す
ることができる。複数のアプリケーションがそれぞれGPSモジュールに情報を要求する必
要はなく、したがって、システム上の処理オーバーヘッドを低減し、位置を追跡するため
に必要な電力を減らすことができる。それと同時に、それぞれのアプリケーションは、そ
のニーズを登録し、これにより、通知を受け、必要な場合にいつでも、ただし必要な場合
に限り、それに対し反応することができる。この方法で、位置関係の警告およびタスクの
効率的管理を実行できる。
【００７４】
　次に、方法320を参照すると、ステップ322および324(それぞれ、ユーザデータファイル
を識別し、ファイルから位置ベースのデータをスクレーピングする)は、図3Aのステップ3
02および304と同じであり、したがって、ステップ302および304の上記の説明は、ステッ
プ322および324にも等しく当てはまるので、ここでは繰り返さない。ステップ326で、位
置ベースのデータを位置追跡モジュールに登録する。例えば、参照地図データ内のいくつ
かのデータにマークを付ける、つまり、登録して、位置関係データの位置を示すことがで
きる。いくつかの実施形態では、位置追跡モジュールは位置解決モジュール216の一部で
あってもよく、他の実施形態では、位置追跡モジュールは、位置特定エンジン254または
他の適切なハードウェアデバイスもしくはソフトウェアアプリケーションの一部とするこ
とができる。それに加えて、登録された位置ベースのデータは、「ホットスポット」、つ
まり、ユーザが対応する物理的位置を入力したことに応答して、ジオコーディングされた
ユーザ情報の表示を促す地図セグメントを含むことができる。例えば、ユーザの位置が地
図モジュール212の参照地図データ内の「ホットスポット」の内側のエリアに対応する場
合、地図表示モジュール212は、ユーザの現在位置の地図にジオコーディングされたユー
ザ情報を埋め込むことができる。
【００７５】
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　位置ベースのデータが位置追跡モジュールに登録された後、デバイスの位置がステップ
328で監視される。いくつかの実施形態において、位置追跡モジュールは、コンピューテ
ィングデバイス204に位置情報を定期的に要求することができる。代替的一実施形態にお
いて、位置追跡モジュールは、GPS技術を使用して、または基地局タワー244の位置を使用
する三辺測量を通じて、デバイスの位置を計算することができる。
【００７６】
　ステップ330で、ユーザデータ位置をトリガーする。例えば、ユーザが、「ホットスポ
ット」に入ると、それに応答して、地図表示システムは、フラグを立てるか、または他の
インジケータを設定して、生成される次の地図表示がジオコーディングされたユーザ情報
を含みうることを通知することができる。このようなトリガーは、デバイスの位置の周り
で新規情報を受信するたび毎に登録情報のリストをチェックする位置追跡モジュールによ
って引き起こされうる。登録された位置のリストは、デバイスの現在位置に現在最も近い
位置がリストの最上位に置かれるように位置追跡モジュールによってソートされうる。こ
のようにして、関連性の最も高い位置は、モジュールから利用しやすくされうる。
【００７７】
　ユーザデータ位置をトリガーすることに応答して、システム200は、ステップ332でユー
ザデータアプリケーションを起動するか、または他の何らかの方法でアプリケーションを
アクティブにすることができる。いくつかの実施形態において、ユーザデータアプリケー
ションは、ユーザの現在位置を含む参照地図データを収集することができる。例えば、地
図表示システムは、いくつかの実施形態において適切なエンティティにデバイス204の現
在位置を要求することができるユーザデータ地図表示モジュール212を起動することがで
き、位置が受信された後、現在位置のプリセットされた半径の範囲内の参照データをメモ
リからロードすることができる。したがって、例えば、地図表示アプリケーションは、ユ
ーザが地図表示アプリケーションに関連する何かの近くに来ていない限り休眠状態に置か
れている可能性があるが、このアプリケーションは、関連するイベントがエリア内に入っ
たときに自動的にトリガーされ、ユーザに対して自動的に表示されうる。
【００７８】
　最後に、ステップ334および336において、現在位置におけるデータが識別されて表示さ
れ、アイテム選択に応答して、そのアイテムに関する詳細が表示される。ステップ334お
よび336を実行する例示的な方法については、読者は、図3Aのステップ310および312の説
明を参照されたい。
【００７９】
　さらに、地図に関する位置が、ここでは、デバイスの現在位置に関するデータに依存し
ているように示されているけれども、他の位置ベースのデータも使用することができる。
例えば、ユーザは、位置をクエリとして入力することができ、表示される地図は、そのエ
リア周辺の地図であるものとしてよい。したがって、例えば、ユーザは、あるエリアへの
出張旅行を予定している場合があり、そのエリアの郵便番号を自分のコンピューティング
デバイスに入力することができる。次いで、ユーザは、そのエリアの地図を、その地図上
に自動的に重ねて表示されるエリア内のユーザのさまざまな連絡先に関するアイコンとと
もに示されうる。ユーザは、ユーザの現在位置と無関係に、さまざまなおなじみの方法で
も、地図上で拡大縮小およびパンニングを行うことができる。
【００８０】
　図4Aは、クライアント/サーバ環境においてジオコーディングされたユーザ情報を含む
地図を作成するための例示的な方法を示す図である。クライアント/サーバ環境は、複数
のサーバとクライアントからなるものとしてよい。いくつかの実施形態において、1つの
クライアントをパーソナルコンピュータ、ラップトップコンピュータ、またはユーザがサ
ーバ上に後から格納されるユーザ情報を入力することができる類似のコンピューティング
デバイスとすることができる。サーバは、1つまたは複数のウェブプログラムとユーザ情
報を処理し、格納することができるオンラインデータストアハウスとを備えることができ
る。第2のクライアントは、追加の処理を実行し、ジオコーディングされたユーザ情報を
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含む地図を表示することができる。例えば、第2のクライアントは、PDA、ナビゲーション
システム、または位置追跡ハードウェアおよび/またはソフトウェアを収容し、他のクラ
イアントおよびサーバと通信する能力を有する他のポータブルコンピューティングデバイ
スとすることができる。
【００８１】
　この方法は、ステップ402から始まり、そこで、ユーザ情報が受信される。いくつかの
実施形態において、ユーザは、連絡先、アポイントメント、およびタスクをウェブアプリ
ケーションに入力することができる。例えば、ユーザは、アポイントメントをGOOGLE CAL
ENDARなどのオンラインカレンダープログラムまたは他の適切なプログラムに入力するこ
とができる。代替的一実施形態において、ユーザ情報を、PDA、ラップトップコンピュー
タ、ナビゲーションシステム、または同様のものなどのコンピューティングデバイスに入
力することができる。
【００８２】
　ステップ402においてユーザ情報を受信した後、ステップ404においてユーザ情報を登録
する。ステップ404において、情報を特定のユーザアカウントに関連付ける(つまり、登録
する)ことができる。例えば、ステップ404においてユーザ情報を入力した後、識別情報(
例えば、ユーザアカウントの名称)をユーザ情報にリンクすることができる。その後、ス
テップ406においてユーザ情報をサーバ上に格納することができる。
【００８３】
　ユーザ情報を受信し、サーバ上に格納した後、この方法はステップ408に進み、そこで
、位置関係情報についてユーザ情報をスクレーピングする。位置スクレーパ214は、いく
つかに実施形態において、保存されているユーザ情報内に位置関係データがないか徹底的
に調べる。位置スクレーパ214は、位置を示す単語、フレーズ、または数値データについ
てユーザ情報内に見つかったテキストを解析することができる。例えば、位置スクレーパ
214は、商号、移動方向、座標データなどについて検索することができる。
【００８４】
　ステップ410において、ユーザは、第2のクライアントデバイスでユーザアカウントに登
録することができる。いくつかの場合において、ユーザアカウントは、1つまたは複数の
ウェブアプリケーションに関係付けられうる。ユーザは、例えば、例示的な実施形態にお
いてはポータブルコンピューティングデバイスからユーザ名とパスワードなどの必要なロ
グイン情報でユーザアカウントにログインすることによってユーザアカウントに登録する
ことができる。ユーザがログインした後、ステップ412で、サーバはユーザのデバイスを
認証することができる。認証は、例えば、ユーザが与えるユーザ名およびパスワードが正
しいことを検証することによって実行されうる。
【００８５】
　デバイスの認証が済んだ後、ステップ414で、位置情報を伝送する。ステップ408でユー
ザ情報からスクレーピングされた位置情報は、サーバからクライアント(ここでは、ポー
タブルコンピューティングデバイス)に伝送することができ、クライアントは、ステップ4
16で、位置情報を保存する。このような伝送された情報は、イベントに関する記述的情報
とともに、ユーザに関連付けられているさまざまなイベントに関する座標を含むことがで
き、そこで、イベントを地図上に表示してユーザに見せることができる。
【００８６】
　次に、ステップ418で、デバイスの移動を監視する。例えば、デバイスは、GPS受信機な
ど位置追跡ツールを使用して、その位置を連続的に測定することができる。デバイスは、
その位置を監視するとともに、ステップ420で、エリア内の位置ベースのデータを検出す
ることができる。いくつかの実施形態において、デバイスは、ステップ418でその現在位
置を決定するときに、その現在位置から定義済みの距離の範囲内にあるか、または例えば
、現在の地図ビューのサイズのボックスまたは地図ビューより大きい(例えば、現在表示
されている地図のそれぞれの辺における地図サイズの数倍)ボックスであるものとしてよ
い、定義済みの境界ボックスの範囲内にある位置情報についてステップ414でサーバによ
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って供給される位置情報を検索することができる。例えば、サーバによって供給される位
置情報は、座標データ(例えば、緯度および経度)を含んでいてもよい。クライアントは、
例えば、緯度および経度のどの組がデバイスの現在位置から半径5マイルの範囲内にある
かを判定する。
【００８７】
　エリア内の位置ベースのデータが識別されている場合、この方法は、オプションのステ
ップ422に進み、そこで、位置ベースのデータに関係するユーザデータを取得する。いく
つかの実施形態において、クライアントは、識別された位置ベースのデータに関係するユ
ーザデータをサーバに要求することができる。それに応答して、サーバは、ステップ424
で、識別された位置ベースのデータに相関するユーザデータを伝送することができる。例
えば、いくつかの実施形態において、サーバによって供給される位置ベースのデータは、
1つまたは複数のオンラインアプリケーションにおける連絡先、イベント、またはタスク
に関連付けられうる。サーバは、クライアントによって識別された位置ベースのデータに
対応する連絡先、イベント、またはタスク情報を伝送することができる。代替的一実施形
態において、識別された位置ベースのデータに関連付けられているユーザデータは、クラ
イアント上に常駐させることができる。
【００８８】
　また、デバイスが移動するときに、局所検索サーバなどの他のサーバに対して定期的な
クエリを実行することができる。特に、クエリは、ユーザの個人データ内に見つかるキー
ワードに関係するものとしてよい。また、キーワードは、ユーザのエリア内の広告もしく
は販促資料を探すなどのために、他の形態をとることもできる。一例として、ユーザが「
フライト」を予約した場合、システムは、ユーザが機上で食事を取っておらず、食品の広
告を受け付けるとの想定の下で、到着空港のエリア内のレストランの広告を表示すること
ができる。
【００８９】
　ステップ426で、アイテム詳細が表示される。アイテム詳細は、地図上のマーカー118、
122に隣接する情報ウィンドウ116内に表示されうる。例えば、イベントの位置、持続時間
、および開始時刻を、イベントマーカー122にアタッチされている情報ウィンドウ116内に
表示することができる。
【００９０】
　図4Bは、クライアント/サーバ環境においてジオコーディングされたユーザ情報を含む
地図を作成するための例示的な代替的方法を示す図である。図3Bの方法320のように、こ
の方法は、モバイルデバイスの位置の監視および位置関係データに依存しうるアプリケー
ションの警告の管理を補助するために位置追跡モジュールに依存する。
【００９１】
　この方法は、ステップ432から始まり、ユーザデータがユーザデータモジュールによっ
てアクセスされる。例えば、ユーザデータモジュールは、ユーザデータ(例えば、連絡先
、イベント、およびタスク)をサーバに要求することができ、サーバは、ステップ434で、
要求されたデータをユーザデータモジュールに提供する。ユーザは、そのような情報をす
でに入力しているか、または(電子名刺を使用するか、またはミーティング要求を介する
といった方法で)他のユーザから情報を受け取っている可能性がある。その後、ユーザデ
ータは、位置ベースのデータに関してフィルター処理される。例えば、ユーザデータモジ
ュールが、位置に関係する可能性のあるユーザデータ内の情報を特定し、抽出することが
できる。例えば、ユーザデータモジュールは、モニュメントの名称、交差点、アドレスな
どを抽出することができる。
【００９２】
　ステップ436で、位置ベースのデータがスクレーピングされたか、または他の何らかの
方法で抽出された後、ステップ438で、位置インジケータを登録することができる。いく
つかの実施形態において、ユーザデータモジュールは、特定の位置ベースのデータ(例え
ば、場所の名称およびキーワード)を座標データに変換することができる。例えば、ユー
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ザデータモジュールは、場所の名称およびキーワードを参照地図データと比較して、それ
らの名称およびキーワードのどれかが知られている位置に対応しているかどうか判定する
ことができ、もし対応していれば、一致する場所の名称またはキーワードを対応する知ら
れている位置に関連付ける、つまり、登録することができる。ステップ440で、位置イン
ジケータが累積されうる。例えば、位置インジケータをグループ化して、格納することが
できる。
【００９３】
　ステップ442において、デバイスの移動は位置追跡モジュールによって監視される。い
くつかの実施形態において、位置追跡モジュールがデバイスから定期的位置更新を受信す
ることができるか、またはモジュールからの要求に応答して、デバイスがその位置を位置
追跡モジュールに供給することができる。他の実施形態では、追跡モジュールは、三辺測
量の計算を実行するなどの位置追跡技術を使用してデバイスの位置を決定することができ
る。
【００９４】
　ステップ444に進み、デバイスの現在位置と一致する関連する位置インジケータを識別
し、それに対する応答として、ユーザデータモジュールをアクティブ化する。いくつかの
実施形態において、デバイスが移動するにつれ、位置追跡モジュールは、位置インジケー
タがデバイスから所定の距離の範囲内にあるかどうかを判定することができる。例えば、
デバイスは、PDAであってもよく、ユーザが移動するにつれ、PDAはその位置を位置追跡モ
ジュールに定期的に通知することができる。PDAは、この場合には喫茶店を表す位置イン
ジケータからプリセットされた距離の範囲内、例えば、10マイル(または地図上に現在示
されている距離のx倍)の範囲内に入る可能性がある。PDAが喫茶店から10マイルの範囲内
にあることを位置追跡モジュールが検出した場合(例えば、喫茶店とPDAを表す参照地図デ
ータの間の距離を計算することによって)、位置追跡モジュールは、信号の伝送または他
の適切な通知手段によってユーザデータモジュールに通知することができる。
【００９５】
　関連する位置インジケータを識別し、ユーザデータモジュールをアクティブ化すること
に加えて、位置追跡モジュールは、位置情報をユーザデータモジュールに伝送することが
でき、この位置情報は、ステップ446で、データモジュールによって受信される。位置情
報を受信したことに応答して、ユーザデータモジュールが、ステップ448で、関連する位
置ベースの情報を表示することができる。例えば、ユーザデータモジュールは、表示され
ている地図に、位置ベースのユーザデータを表すマーカーを埋め込むことができる。図解
例において、ユーザが人通りの多い都市の街路を移動しているときに、オンラインアプリ
ケーションに収容されているデータを表す連絡先およびイベントマーカー(例えば、近隣
の友人、同僚、およびイベント)をユーザのPDAに表示することができる。
【００９６】
　最後に、ステップ450において、ユーザデータモジュールは、選択されたアイテム詳細
を表示することができる。いくつかの実施形態では、ユーザ入力に応答して、デバイスは
、マーカーに近い情報ウィンドウ内にオンラインアプリケーションに収容されている情報
を表示することができる。例えば、ユーザは、マーカーが表示されている画面にタッチす
るか、またはキーパッド、マウス、もしくは他の周辺デバイスを使用してマーカーを選択
することができる。システムは、マーカーにアタッチされている情報ウィンドウにマーカ
ーに関連付けられている連絡先またはイベント情報を表示することによって応答すること
ができる。例えば、ユーザが、タスクに対応するマーカーを選択したときに、タスクのス
テータス(例えば、完了または保留)、タスクの期限、および他の任意の適用可能な情報を
表示することができる。
【００９７】
　次に図5を参照すると、個人情報をジオコーディングすることができる地図表示システ
ムのさまざまな態様を実装する例示的なデバイス500の外観が示されている。簡単に言う
と、とりわけ、デバイス500は、モバイルデバイスのユーザから要求があったときに、個
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人情報をジオコーディングすることができる地図表示システムに接続し、さまざまな機能
を実行するように構成されたプロセッサを備えるが、これらの機能のうちの一部は、デバ
イス500上で実行される地図表示システムに関して上で説明されている。
【００９８】
　さらに詳しく述べると、デバイス500のハードウェア環境は、テキスト、画像、および
ビデオをユーザに対し表示するためのディスプレイ501、テキストデータおよびユーザコ
マンドをデバイス500に入力するためのキーボード502、ディスプレイ501上に表示されて
いるオブジェクトをポイントし、選択し、調節するためのポインティングデバイス504、
アンテナ505、ネットワーク接続506、カメラ507、マイクロホン509、およびスピーカー51
0を備える。デバイス500では、外部アンテナ505が示されているけれども、デバイス500は
、ユーザからは見えない、内部アンテナを備えることができる。
【００９９】
　ディスプレイ501は、デバイス500により使用されるソフトウェアアプリケーション、お
よびデバイス500を操作するために使用されるオペレーティングシステムプログラムのた
めのユーザインターフェイスを構成するビデオ、グラフィックス、画像、およびテキスト
を表示することができる。ディスプレイ501上に表示することができる可能な要素として
、新着メッセージが存在することをユーザに通報する新着メールインジケータ511、電話
呼び出し中であること、電話をかけていること、または通話中であることを示すアクティ
ブ呼インジケータ512、データを送受信するためにデバイス500によって現在使用されてい
るデータ規格を示すデータ規格インジケータ514、信号強度バーなどを使用してアンテナ5
05を介して受信された信号の強度の測定結果を示す信号強度インジケータ515、電池残量
の測定結果を示す電池残量インジケータ516、または現在時刻を出力するクロック517があ
る。
【０１００】
　ディスプレイ501は、ウェブブラウザアプリケーションアイコン519、電話アプリケーシ
ョンアイコン520、検索アプリケーションアイコン521、連絡先アプリケーションアイコン
522、地図表示アプリケーションアイコン524、電子メールアプリケーションアイコン525
、または他のアプリケーションアイコンなどの、ユーザから利用可能なさまざまなアプリ
ケーションを表すアプリケーションアイコンを表示することもできる。例示的な一実施形
態では、ディスプレイ501は、16ビット以上のカラー表示をすることができるクォーター
ビデオグラフィックスアレイ(QVGA)薄膜トランジスタ(TFT)液晶ディスプレイ(LCD)である
。
【０１０１】
　ユーザは、キーボード(または「キーパッド」)502を使用して、さまざまなアプリケー
ションの表示、構成、および閲覧機能を提供するオペレーティングシステムおよびアプリ
ケーションを操作し、制御するためのコマンドおよびデータを入力する。キーボード502
は、単独で選択されたときには英数字「Q」および「W」に関連付けられるか、またはキー
529と組み合わせて押されたときには文字「*」および「1」に関連付けられるキー525およ
び527などの英数字に関連付けられている標準のキーボードボタンまたはキーを備える。
単一のキーを、オペレーティングシステムの状態に基づいて、またはオペレーティングシ
ステムによって呼び出されるアプリケーションに基づいて、ラベルなし機能を含む、特殊
文字または機能に関連付けることもできる。例えば、アプリケーションが数字の入力を必
要とする場合、キー527だけを選択すると、「1」が入力されうる。
【０１０２】
　英数字キーパッドに従来関連付けられていたキーに加えて、キーボード502は、受け取
った呼に応答するか、または新しく発呼する呼確立キー530、アクティブ呼を終了させる
呼終了キー531、ディスプレイ501内にメニューを表示させるドロップダウンメニューキー
532、すでにアクセスされているネットワークアドレスへの再アクセスを行わせるバック
ワードナビゲーションキー534、アクティブウェブページをお気に入りサイトのブックマ
ークフォルダに入れさせるか、またはブックマークフォルダを表示させるお気に入りキー
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535、デバイス500上で呼び出されたアプリケーションを所定のネットワークアドレスへナ
ビゲートするホームページキー536、または多方向ナビゲーション、アプリケーション選
択、ならびに電力および音量調節を行う他のキーなどの、他の特殊機能キーも備える。
【０１０３】
　ユーザは、デバイス500およびデバイス500上で呼び出されるアプリケーションとのイン
タラクションおよび制御の一部として、ポインティングデバイス504を使用して、ディス
プレイ501上に表示されるグラフィックスおよびテキストオブジェクトを選択し、調節す
る。ポインティングデバイス504は、任意の適切なタイプのポインティングデバイスであ
り、ジョイスティック、トラックボール、タッチパッド、カメラ、音声入力デバイス、デ
ィスプレイ501と組み合わせて実装されるタッチスクリーンデバイス、または任意の他の
入力デバイスとすることができる。
【０１０４】
　外部アンテナもしくは内部アンテナとすることができるアンテナ505は、2地点間無線通
信、無線ローカルエリアネットワーク(LAN)通信、または測位を実施する高周波(RF)信号
の送受信に使用される指向性または無指向性アンテナである。アンテナ505を使用すると
、特殊化移動体無線(SMR)、セルラー、またはパーソナル通信サービス(PCS)周波数帯を使
用する2地点間無線通信が利用しやすくなり、またいくつものデータ標準を使用してデー
タの送信を実施することができる。例えば、アンテナ505を使用することで、Wireless Br
oadband(WiBro)、Worldwide Interoperability for Microwave ACCess(WiMAX)、6GPP Lon
g Term Evolution (LTE)、Ultra Mobile Broadband (UMB)、High Performance Radio Met
ropolitan Network (HIPERMAN)、iBurst or High Capacity Spatial Division Multiple 
Access (HC-SDMA)、High Speed OFDM Packet Access (HSOPA)、High-Speed Packet Acces
s (HSPA)、HSPA Evolution、HSPA+、High Speed Upload Packet Access (HSUPA)、High S
peed Downlink Packet Access (HSDPA)、Generic Access Network (GAN)、時分割同期符
号分割多元接続(TD-SCDMA)、Evolution-Data Optimized (またはEvolution-Data Only)(E
VDO)、時分割符号分割多元接続(TD-CDMA)、Freedom Of Mobile Multimedia Access (FOMA
)、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム(UMTS)、広帯域符号分割多元
接続(W-CDMA)、Enhanced Data rates for GSM Evolution (EDGE)、Enhanced GPRS (EGPRS
)、符号分割多元接続2000 (CDMA2000)、Wideband Integrated Dispatch Enhanced Networ
k (WiDEN)、高速回線交換データシステム(HSCSD)、ジェネラルパケットラジオサービス(G
PRS)、簡易型携帯電話(PHS)、回線交換データ(CSD)、パーソナルデジタルセルラー(PDC)
、CDMAone、Digital Advanced Mobile Phone System (D-AMPS)、Integrated Digital Enh
anced Network (IDEN)、モバイル通信用グローバルシステム(GSM)、DataTAC、Mobitex、C
ellular Digital Packet Data (CDPD)、Hicap、高度携帯電話システム(AMPS)、Nordic Mo
bile Phone (NMP)、Autoradiopuhelin (ARP)、AutotelもしくはPublic Automated Land M
obile (PALM)、Mobiltelefonisystem D (MTD)、Offentlig Landmobil Telefoni (OLT)、A
dvanced Mobile Telephone System (AMTS)、Improved Mobile Telephone Service (IMTS)
、移動体電話システム(MTS)、プッシュトゥトーク(PTT)、または他の技術などの技術を使
用してデバイス500と基地局との間でデータを送信することができる。WCDMA、HSUPA、GSM
、GPRS、およびEDGEネットワークを介した通信は、例えば、QUALCOMM(登録商標) MSM7200
AチップセットをQUALCOMM(登録商標) RTR6285(商標)トランシーバおよびPM7540(商標)パ
ワーマネージメント回路と一緒に使用することで行うことができる。
【０１０５】
　無線または有線コンピュータネットワーク接続506は、モデム接続、Ethernet(登録商標
)を含むローカルエリアネットワーク(LAN)接続、またはデジタル加入者回線(DSL)、ケー
ブル高速インターネット接続、ダイヤルアップ接続、T-1回線、T-3回線、光ファイバ接続
、または衛星接続などのブロードバンドワイドエリアネットワーク(WAN)接続であってよ
い。ネットワーク接続506は、LANネットワーク、企業または政府WANネットワーク、イン
ターネット、電話網、または他のネットワークに接続することができる。ネットワーク接
続506は、有線または無線コネクタを使用する。例示的な無線接続としては、例えば、IrD
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A(登録商標)(赤外線通信協会(登録商標))無線コネクタ、Wi-Fi無線コネクタ、光無線コネ
クタ、IEEE(登録商標)(電気電子技術者協会(登録商標))標準802.11無線コネクタ、BLUETO
OTH(登録商標)無線コネクタ(BLUETOOTH(登録商標)バージョン1.2または3.0コネクタなど)
、近接場通信(NFC)コネクタ、直交周波数分割多重(OFDM)超広帯域(UWB)無線コネクタ、時
間変調超広帯域(TM-UWB)無線コネクタ、または他の無線コネクタが挙げられる。例示的な
有線コネクタとしては、例えば、IEEE(登録商標)-1394 FIREWIRE(登録商標)コネクタ、US
B(ユニバーサルシリアルバス)コネクタ(mini-B USBインターフェイスコネクタを含む)、
シリアルポートコネクタ、パラレルポートコネクタ、または他の有線コネクタが挙げられ
る。他の実施形態では、ネットワーク接続506およびアンテナ505の機能は、単一コンポー
ネントに集積化される。
【０１０６】
　カメラ507は、デバイス500がデジタル画像を取り込むことを可能にするが、これは、ス
キャナ、デジタルスチルカメラ、デジタルビデオカメラ、他のデジタル入力デバイスとす
ることもできる。例示的な一実施形態において、カメラ507は、相補型金属酸化膜半導体(
CMOS)を利用する6メガピクセル(MP)カメラである。
【０１０７】
　マイクロホン509は、デバイス500が音声を取り込むことを可能にし、これは、無指向性
マイクロホン、単一指向性マイクロホン、両指向性マイクロホン、ショットガンタイプの
マイクロホン、または音声を電気信号に変換する他のタイプの装置とすることができる。
マイクロホン509は、例えば、ユーザがデバイス500で通話中に別のユーザと話していると
きに、ユーザが発する音声を取り込むために使用することができる。逆に、スピーカー51
0は、デバイスが、電気信号を電話アプリケーションプログラムによって生成される他の
ユーザからの音声、または着信音アプリケーションプログラムから発せられる着信音など
の音に変換することを可能にする。さらに、デバイス500は、図5にハンドヘルドデバイス
として例示されているけれども、他の実施形態では、デバイス500は、ラップトップコン
ピュータ、ワークステーション、ミッドレンジコンピュータ、メインフレーム、埋め込み
型システム、電話機、デスクトップPC、タブレット型コンピュータ、PDA、または他のタ
イプのコンピューティングデバイスであってもよい。
【０１０８】
　図6は、デバイス500の内部アーキテクチャ600を例示するブロック図である。このアー
キテクチャは、オペレーティングシステムまたはアプリケーションを含むコンピュータ命
令が処理される中央演算処理装置(CPU)601と、ディスプレイ501上にビデオ、グラフィッ
クス、画像、およびテキストをレンダリングするための通信インターフェイスおよび処理
機能を備え、一組のビルトインコントロール(ボタン、テキスト、およびリストなど)を備
え、多様な画面サイズをサポートする、ディスプレイインターフェイス602と、キーボー
ド502との通信インターフェイスを備えるキーボードインターフェイス604と、ポインティ
ングデバイス504との通信インターフェイスを備えるポインティングデバイスインターフ
ェイス605と、アンテナ505との通信インターフェイスを備えるアンテナインターフェイス
606と、コンピュータネットワーク接続506上でネットワークとの通信インターフェイスを
備えるネットワーク接続インターフェイス607と、カメラ507からデジタル画像を取り込む
ための通信インターフェイスおよび処理機能を備えるカメラインターフェイス608と、マ
イクロホン509を使用して音声を電気信号に変換し、スピーカー510を使用して電気信号を
音声に変換するための通信インターフェイスを備えるサウンドインターフェイス609と、C
PU 601による処理のためコンピュータ命令およびデータが揮発性メモリデバイスに格納さ
れる、ランダムアクセスメモリ(RAM)610と、基本入出力(I/O)、起動、またはキーボード5
02からのキーストロークを受け取ることなどの基本システム機能の不変な低レベルシステ
ムコードまたはデータが不揮発性メモリデバイス内に格納される、読み取り専用メモリ(R
OM)611と、オペレーティングシステム614、アプリケーションプログラム615(必要に応じ
て、例えば、ウェブブラウザアプリケーション、ウィジェットまたはガジェットエンジン
アプリケーション、および/または他のアプリケーションを含む)、およびデータファイル
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616を含むファイルが格納される、記憶媒体612または他の好適なタイプのメモリ(例えば
、RAM、ROM、プログラム可能読み取り専用メモリ(PROM)、消去可能プログラム可能読み取
り専用メモリ(EPROM)、電気的消去可能プログラム可能読み取り専用メモリ(EEPROM)、磁
気ディスク、光ディスク、フロッピー(登録商標)ディスク、ハードディスク、取り外し可
能カートリッジ、フラッシュドライブなど)と、デバイス500の現実世界もしくは相対的な
位置または地理的な位置を供給するナビゲーションモジュール617と、パワーコンポーネ
ントに適切な交流(AC)または直流(DC)を供給する電源619と、デバイス500が電話網を介し
て音声を送受信することを可能にする電話サブシステム620とを備える。構成要素である
デバイスとCPU 601は、バス621上で互いに通信する。
【０１０９】
　CPU 601は、多数のコンピュータプロセッサのうちの1つとすることができる。一配置構
成において、コンピュータCPU 601は、複数の処理演算装置である。RAM 610は、オペレー
ティングシステムのアプリケーションプログラムおよびデバイスドライバなどのソフトウ
ェアプログラムの実行時にCPU 601によるRAMへの格納を高速化するようにコンピュータバ
ス621とインターフェイスする。より具体的には、CPU 601は、ソフトウェアプログラムを
実行するために、コンピュータ実行可能プロセスステップを記憶媒体612または他の媒体
からRAM 610のフィールド内にロードする。データは、RAM 610に格納され、そこで、実行
時にコンピュータCPU 601によってデータがアクセスされる。例示的な一構成では、デバ
イス500は、少なくとも128MBのRAMおよび256MBのフラッシュメモリを備える。
【０１１０】
　記憶媒体612それ自体は、RAID(Redundant Array of Independent Disks)、フロッピー(
登録商標)ディスクドライブ、フラッシュメモリ、USBフラッシュドライブ、外付けハード
ディスクドライブ、サムドライブ、ペンドライブ、キードライブ、高密度デジタル多用途
ディスク(HD-DVD)光ディスクドライブ、内蔵ハードディスクドライブ、Blu-Ray光ディス
クドライブ、またはホログラフィックデジタルデータストレージ(HDDS)光ディスクドライ
ブ、外付けミニデュアルインラインメモリモジュール(DIMM)同期型ダイナミックランダム
アクセスメモリ(SDRAM)、または外付けマイクロDIMM SDRAMなどの多数の物理的ドライブ
ユニットを含みうる。このようなコンピュータ可読記憶媒体を使用することで、デバイス
500は、取り外し可能および取り外し不可能な記憶媒体に格納されているコンピュータ実
行可能プロセスステップ、アプリケーションプログラムなどにアクセスしたり、デバイス
500のデータ負荷を軽減したり、またはデバイス500上にデータをアップロードしたりする
ことができる。
【０１１１】
　コンピュータプログラム製品は、記憶媒体612、つまり機械可読記憶媒体で明確に具現
化される。コンピュータプログラム製品は、機械によって読み込まれたときに、データ処
理装置にモバイルデバイスへの画像データの格納を行わせるように動作する命令を含む。
いくつかの実施形態において、コンピュータプログラム製品は、さまざまなアプリケーシ
ョンをユーザが同時に完全に実行し使用することを可能にする命令を備える。いくつかの
実施形態では、コンピュータプログラム製品は、ソフトウェアへの修正を受け付ける、例
えば、ソフトウェアもしくはハードウェアのオペレーションの「バグ」または不備を是正
するためにコンピュータプログラム製品を更新するための機能を備える。いくつかの実施
形態では、この更新は、コンピュータプログラム製品に実用性を改善する付加的な要素お
よび特徴を追加することを含みうる。
【０１１２】
　オペレーティングシステム614は、GOOGLE(登録商標)モバイルデバイスプラットフォー
ムなどのLINUX(登録商標)ベースのオペレーティングシステム、APPLE(登録商標) MAC OS 
X(登録商標)、MICROSOFT(登録商標) WINDOWS(登録商標) NT/WINDOWS(登録商標) 2000/WIN
DOWS(登録商標) XP/WINDOWS(登録商標) MOBILE、さまざまなUNIX(登録商標)系オペレーテ
ィングシステム、またはコンピュータもしくは組込みシステム向けの専用オペレーティン
グシステムとすることができる。オペレーティングシステム614用のアプリケーション開
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発プラットフォームまたはフレームワークは、BINARY RUNTIME ENVIRONMENT FOR WIRELES
S(登録商標)(BREW(登録商標))、SUN MICROSYSTEMS(登録商標) JAVA(登録商標)プログラミ
ング言語を使用するJAVA(登録商標) Platform、Micro Edition (JAVA(登録商標) ME)また
はJAVA(登録商標) 2 Platform、Micro Edition (J2ME(登録商標))、PYTHON(商標)、FLASH
 LITE(登録商標)、またはMICROSOFT(登録商標) .NET Compact、または他の適切な環境と
することができる。アプリケーション開発プラットフォームでは、SUN MICROSYSTEMS(登
録商標) JAVA(登録商標)プログラミング言語およびDalvik仮想マシンも使用することがで
きる。
【０１１３】
　デバイスは、オペレーティングシステム614用のコンピュータ実行可能コード、および
電子メール、インスタントメッセージング、ビデオサービスアプリケーション、地図表示
アプリケーション文書処理、表計算、プレゼンテーション、ゲーム、地図表示、ウェブ閲
覧、JAVA(登録商標)SCRIPTエンジン、または他のアプリケーションなどのアプリケーショ
ンプログラム615を格納する。例えば、一実施形態は、ユーザがGOOGLE(登録商標) GMAIL(
登録商標)電子メールアプリケーション、GOOGLE(登録商標) TALK(登録商標)インスタント
メッセージングアプリケーション、YOUTUBE(登録商標)動画サービスアプリケーション、G
OOGLE(登録商標) MAPS(登録商標)またはGOOGLE(登録商標) EARTH(登録商標)地図表示アプ
リケーション、またはGOOGLE(登録商標) PICASA(登録商標)画像編集およびプレゼンテー
ションアプリケーションにアクセスすることを可能にする。アプリケーションプログラム
615は、TAFRI(商標)ウィジェットエンジンなどのウィジェットまたはガジェットエンジン
、WINDOWS(登録商標) SIDEBAR(登録商標)ガジェットエンジンまたはKAPSULES(商標)ガジ
ェットエンジンなどのMICROSOFT(商標)ガジェットエンジン、KONFABULTOR(商標)ウィジェ
ットエンジンなどのYAHOO!(商標)ウィジェットエンジン、APPLE(登録商標) DASHBOARD(登
録商標)ウィジェットエンジン、GOOGLE(登録商標)ガジェットエンジン、KLIPFOLIO(登録
商標)ウィジェットエンジン、OPERA(商標)ウィジェットエンジン、WIDGETS(商標)ウィジ
ェットエンジン、専用ウィジェットまたはガジェットエンジン、またはデスクトップ上に
物理的にインスパイアされたアプレットに関するホストシステムソフトウェアを提供する
他のウィジェットまたはガジェットエンジンも含む。
【０１１４】
　上述の実施形態を使用してアプリケーションマネージャを実施することも可能であるけ
れども、本開示による機能をダイナミックリンクライブラリ(DLL)として、またはFOXFIRE
ウェブブラウザ、APPLE(登録商標) SAFARI(登録商標)ウェブブラウザ、またはMICROSOFT(
登録商標) INTERNET EXPLORER(登録商標)ウェブブラウザといったインターネットウェブ
ブラウザなどの他のアプリケーションプログラムのプラグインとして実施することも可能
である。　
【０１１５】
　ナビゲーションモジュール617は、全地球測位システム(GPS)信号、セルタワー三角測量
、Wifiアクセスポイント識別、GLObal NAvigation Satellite System(GLONASS)、ガリレ
オ測位システム、Beidou Satellite Navigation and Positioning System、慣性航法シス
テム、自立航法システムを使用して、またはアドレス、インターネットプロトコル(IP)ア
ドレス、またはデータベース内の位置情報にアクセスするなどして、デバイスの絶対位置
または相対位置を判定することができる。ナビゲーションモジュール617は、1つまたは複
数の加速度計を使用することなどによって、デバイス500の角度変位、配向、または速度
を測定するために使用することもできる。
【０１１６】
　図7は、オペレーティングシステム614がGOOGLE(登録商標)モバイルデバイスプラットフ
ォームである場合のデバイス500によって使用されるオペレーティングシステム614の例示
的なコンポーネントを例示するブロック図である。オペレーティングシステム614は、関
連する電話アプリケーションが応答すること、および気まぐれなアプリケーションがオペ
レーティングシステムのフォルト(または「クラッシュ」)を引き起こさないことを確実に
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しつつ、複数のプロセスを呼び出す。オペレーティングシステム614では、タスク切り替
えを使用することで、それぞれの関連するアプリケーションの状態を失うことなく、電話
中にアプリケーションを切り替えることができる。オペレーティングシステム614は、ア
プリケーションフレームワークを使用してコンポーネントの再利用を推進し、ポインティ
ングデバイス入力とキーボード入力とを組み合わせ、旋回動作を行えるようにすることに
よって、スケーラブルなユーザエクスペリエンスを実現する。そのため、オペレーティン
グシステムは、高度な標準ベースのウェブブラウザを使用しつつ、高機能なグラフィック
スシステムおよびメディアエクスペリエンスをもたらすことができる。
【０１１７】
　オペレーティングシステム614は、一般に、カーネル700、ライブラリ701、オペレーテ
ィングシステムランタイム702、アプリケーションライブラリ704、システムサービス705
、およびアプリケーション706の6つのコンポーネントにまとめることができる。カーネル
700は、オペレーティングシステム614およびアプリケーションプログラム615などのソフ
トウェアとディスプレイインターフェイス602を介したディスプレイ501とのインタラクシ
ョンを可能にするディスプレイドライバ707と、ソフトウェアとカメラ507とのインタラク
ションを可能にするカメラドライバ709と、BLUETOOTH(登録商標)ドライバ710と、M-Syste
msドライバ711と、バインダ(IPC)ドライバ712と、USBドライバ714と、キーボードインタ
ーフェイス604を介したソフトウェアとキーボード502とのインタラクションを可能にする
キーパッドドライバ715と、WiFiドライバ716と、サウンドインターフェイス609を介した
ソフトウェアとマイクロホン509およびスピーカー510とのインタラクションを可能にする
オーディオドライバ717と、ソフトウェアと電源619とのインタラクションおよび電源619
の管理を可能にするパワーマネージメントコンポーネント719とを備える。
【０１１８】
　一実施形態において、LINUX系オペレーティングシステム用のBlueZ BLUETOOTH(登録商
標)スタックに基づく、BLUETOOTH(登録商標)ドライバは、ヘッドセットおよびハンズフリ
ーデバイス、ダイヤルアップネットワーキング、パーソナルエリアネットワーキング(PAN
)、またはオーディオストリーミング(A2DP(Advance Audio Distribution Profile)または
AVRCP(Audio/Video Remote Control Profile)など)に関するプロファイルをサポートする
。BLUETOOTH(登録商標)ドライバは、スキャニング、ペアリング、およびペアリング解除
のためのJAVA(登録商標)バインディング、ならびにサービスクエリを提供する。
【０１１９】
　ライブラリ701は、効率的なJAVA(登録商標)アプリケーションプログラミングインター
フェイス(API)レイヤ、サーフェイスマネージャ721、二次元アプリケーションドローイン
グ用のSGL(Simple Graphics Library)722、ゲームおよび三次元レンダリング用のOpenGL 
ES(Open Graphics Library for Embedded Systems)724、C標準ライブラリ(LIBC)725、LIB
WEBCOREライブラリ726、FreeTypeライブラリ727、SSL 729、SQLiteライブラリ730を使用
する、標準のビデオ、オーディオ、および静止フレームフォーマット(MPEG(Moving Pictu
re Experts Group)-4、H.264、MP3(MPEG-1 Audio Layer-3)、AAC(Advanced Audio Coding
)、AMR(Adaptive Multi-Rate)、JPEG(Joint Photographic Experts Group)、および他の
フォーマットなど)をサポートするメディアフレームワーク720を含む。
【０１２０】
　一般に、モバイル情報デバイスプロファイル(MIDP)ランタイムを構成する、オペレーテ
ィングシステムランタイム702は、コアJAVA(登録商標)ライブラリ731およびDalvik仮想マ
シン732を含む。Dalvik仮想マシン732は、カスタマイズされたファイルフォーマット(.DE
X)さらには未修正のJAVA(登録商標)ファイル(.CLASS/.JAR)が実行されるJava(登録商標)
互換カスタム仮想マシンである。グラフィックスレンダリングに関しては、システム規模
のコンポーザが、サーフェイスおよびフレームバッファを管理し、作成にOpenGL ES 724
および二次元ハードウェアアクセラレータを使用して、ウィンドウ遷移を取り扱う。
【０１２１】
　Dalvik仮想マシン732は、ランタイムメモリを非常に効率よく使用し、CPU最適化された
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バイトコードインタプリタを実装し、デバイス1つにつき複数の仮想マシンプロセスをサ
ポートするので、埋め込み型環境とともに使用することができる。カスタムファイルフォ
ーマット(.DEX)は、ランタイム効率を念頭において設計されたもので、共有定数プールを
使用してメモリを削減し、読み取り専用構造を使用してクロスプロセス共有を改善し、簡
明かつ固定幅の命令を使用して構文解析時間を短縮しており、それにより、インストール
アプリケーションをビルド時にカスタムファイルフォーマットに変換することができる。
関連付けられているバイトコードは、スタックベースの命令ではなくレジスタベースの命
令を使用してメモリおよびディスパッチオーバーヘッドを低減し、固定幅命令を使用して
構文解析を簡素化し、16ビットコードユニットを使用して読み込みを最小限に抑えること
で、直ちに解釈できるように設計されている。
【０１２２】
　一般に、MIDP JAVA(登録商標) Specification Requests(JSR)を構成する、アプリケー
ションライブラリ704は、ビューシステム734、リソースマネージャ735、およびコンテン
ツプロバイダ737を含む。システムサービス705は、ステータスバー739、アプリケーショ
ンランチャー740、すべてのインストール済みアプリケーションに関する情報を保持する
パッケージマネージャ741、アプリケーションレベルのJAVA(登録商標)インターフェイス
を電話サブシステム620に提供する電話マネージャ742、すべてのアプリケーションによる
ステータスバーおよび画面上通知へのアクセスを可能にする通知マネージャ744、複数の
ウィンドウを備える複数のアプリケーションがディスプレイ501を共有することを可能に
するウィンドウマネージャ745、別のプロセスでそれぞれのアプリケーションを実行し、
アプリケーションライフサイクルを管理し、クロスアプリケーション履歴を維持する活動
マネージャ746、アプリケーションにおける状態変化を監視するためのアプリケーション
モニタ747、および1つまたは複数のアプリケーションを終了するためのアプリケーション
ターミネータ749を含む。
【０１２３】
　一般にMIDPアプリケーションを構成する、アプリケーション706は、ホームアプリケー
ション753、ダイアラーアプリケーション754、連絡先アプリケーション750、ブラウザア
プリケーション751、および辞書アプリケーション752を含む。
【０１２４】
　電話マネージャ742は、イベント通知(電話状態、ネットワーク状態、加入者識別モジュ
ール(SIM)ステータス、または音声メールステータス)を発し、状態情報(ネットワーク情
報、SIM情報、または音声メールの有無)へのアクセスを許可し、呼を開始し、クエリを実
行し、呼状態を制御する。ブラウザアプリケーション751は、ウェブページを、ナビゲー
ション機能を含む、完全なデスクトップに似たマネージャにする。さらに、ブラウザアプ
リケーション751では、単一カラムの小さな画面をレンダリングすることができ、他のア
プリケーションにHTMLビューを埋め込むことができる。
【０１２５】
　図8は、オペレーティングシステムカーネル800によって実施される例示的なプロセスを
示すブロック図である。一般に、アプリケーションおよびシステムサービスは、別々のプ
ロセスで実行され、活動マネージャ746はそれぞれのアプリケーションを別のプロセスで
実行し、アプリケーションライフサイクルを管理する。アプリケーションはそれ専用のプ
ロセスで実行されるが、多くの活動またはサービスも同じプロセスで実行されうる。プロ
セスは、アプリケーションのコンポーネントを実行するために必要に応じて、起動と停止
を行い、またプロセスは、リソースを回収するために終了させることができる。それぞれ
のアプリケーションは、それ専用のプロセスを割り当てられ、その名前はアプリケーショ
ンのパッケージ名であり、アプリケーションの個別の部分には、別のプロセス名を割り当
てることができる。
【０１２６】
　サーフェイスマネージャ816、ウィンドウマネージャ814、または活動マネージャ810な
どの永続的なコアシステムサービスは、システムプロセスによってホスティングされるが
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、ダイアラーアプリケーション821に関連付けられているプロセスなどのアプリケーショ
ンプロセスも永続的であってよい。オペレーティングシステムカーネル800によって実施
されるプロセスは、一般に、システムサービスプロセス801、ダイアラープロセス802、ブ
ラウザプロセス804、および地図プロセス805として分類されうる。システムサービスプロ
セス801は、ステータスバー739に関連付けられているステータスバープロセス806、アプ
リケーションランチャー740に関連付けられているアプリケーションランチャープロセス8
07、パッケージマネージャ741に関連付けられているパッケージマネージャプロセス808、
活動マネージャ746に関連付けられている活動マネージャプロセス810、グラフィックス、
ローカライズされた文字列、およびXMLレイアウト記述にアクセスできるようにするリソ
ースマネージャ(図示せず)に関連付けられているリソースマネージャプロセス811、通知
マネージャ744に関連付けられている通知マネージャプロセス812、ウィンドウマネージャ
745に関連付けられているウィンドウマネージャプロセス814、コアJAVA(登録商標)ライブ
ラリ731に関連付けられているコアJAVA(登録商標)ライブラリプロセス815、サーフェイス
マネージャ721に関連付けられているサーフェイスマネージャプロセス816、Dalvik仮想マ
シン732に関連付けられているDalvik JAVA(登録商標)仮想マシンプロセス817、LIBCライ
ブラリ725に関連付けられているLIBCプロセス818、アプリケーションターミネータ749に
関連付けられているアプリケーションターミネータプロセス838、アプリケーションモニ
タ747に関連付けられているアプリケーションモニタプロセス839を含む。
【０１２７】
　ダイアラープロセス802は、ダイアラーアプリケーション754に関連付けられているダイ
アラーアプリケーションプロセス821、電話マネージャ742に関連付けられている電話マネ
ージャプロセス822、コアJAVA(登録商標)ライブラリ731に関連付けられているコアJAVA(
登録商標)ライブラリプロセス824、Dalvik仮想マシン732に関連付けられているDalvik JA
VA(登録商標)仮想マシンプロセス825、およびLIBCライブラリ725に関連付けられているLI
BCプロセス826を含む。ブラウザプロセス804は、ブラウザアプリケーション751に関連付
けられているブラウザアプリケーションプロセス827、コアJAVA(登録商標)ライブラリ731
に関連付けられているコアJAVA(登録商標)ライブラリプロセス828、Dalvik仮想マシン732
に関連付けられているDalvik JAVA(登録商標)仮想マシンプロセス830、LIBWEBCOREライブ
ラリ726に関連付けられているLIBWEBCOREプロセス831、およびLIBCライブラリ725に関連
付けられているLIBCプロセス832を含む。
【０１２８】
　地図プロセス805は、地図アプリケーションプロセス834、コアJAVA(登録商標)ライブラ
リプロセス835、Dalvik JAVA(登録商標)仮想マシンプロセス836、およびLIBCプロセス837
を含む。明らかに、Dalvik JAVA(登録商標)仮想マシンプロセスなどのいくつかのプロセ
スは、システムサービスプロセス801、ダイアラープロセス802、ブラウザプロセス804、
および地図プロセス805のうちの1つまたは複数の中に存在しうる。
【０１２９】
　図9は、本明細書で説明されている技術とともに使用されうる一般的なコンピュータデ
バイス900および一般的なモバイルコンピュータデバイス950の一例を示している。コンピ
ューティングデバイス900は、ラップトップ、デスクトップ、ワークステーション、パー
ソナルデジタルアシスタント、サーバ、ブレードサーバ、メインフレーム、および他の適
切なコンピュータなどのさまざまな形態のデジタルコンピュータを表すことが意図されて
いる。コンピューティングデバイス950は、パーソナルデジタルアシスタント、携帯電話
、スマートフォン、および他の類似のコンピューティングデバイスなどのさまざまな形態
のモバイルデバイスを表すことが意図されている。ここに示されているコンポーネント、
それらの接続および関係、ならびにそれらの機能は、例示することのみを意図されており
、本明細書において説明され、および/または請求されている発明の実施形態を制限する
ことを意図されていない。
【０１３０】
　コンピューティングデバイス900は、プロセッサ902、メモリ904、ストレージデバイス9
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06、メモリ904および高速拡張ポート910に接続する高速インターフェイス908、ならびに
低速バス914およびストレージデバイス906に接続する低速インターフェイス912を備える
。コンポーネント902、904、906、908、910、および912のそれぞれは、さまざまなバスを
使用して相互接続され、共通マザーボード上に取り付けられるか、または適宜他の仕方で
取り付けられうる。プロセッサ902は、高速インターフェイス908に結合されているディス
プレイ916などの、外部入力/出力デバイス上にGUIのグラフィック情報を表示するためメ
モリ904内に、またはストレージデバイス906上に、格納されている命令を含む、コンピュ
ーティングデバイス900内で実行する命令を処理することができる。他の実施形態では、
複数のプロセッサおよび/または複数のバスを、適宜、複数のメモリおよび複数のタイプ
のメモリとともに使用することができる。また、複数のコンピューティングデバイス900
を、必要なオペレーションの一部を行うそれぞれのデバイスと接続することができる(例
えば、サーババンク、ブレードサーバのグループ、またはマルチプロセッサシステムとし
て)。
【０１３１】
　メモリ904は、コンピューティングデバイス900内の情報を格納する。一実施形態では、
メモリ904は、1つまたは複数の揮発性メモリユニットである。他の実施形態では、メモリ
904は、1つまたは複数の不揮発性メモリユニットである。メモリ904は、磁気ディスクま
たは光ディスクなどのコンピュータ可読媒体の他の形態のものとすることもできる。
【０１３２】
　ストレージデバイス906は、コンピューティングデバイス900用のマスストレージを構成
することもできる。一実施形態では、ストレージデバイス906は、ストレージエリアネッ
トワークまたは他の構成のデバイスを含む、フロッピー(登録商標)ディスクデバイス、ハ
ードディスクデバイス、光ディスクデバイス、またはテープデバイス、フラッシュメモリ
もしくは他の類似のソリッドステートメモリデバイス、またはデバイスアレイなどのコン
ピュータ可読媒体であるか、またはコンピュータ可読媒体を含むことができる。コンピュ
ータプログラム製品は、情報担体において明確に具現化されうる。コンピュータプログラ
ム製品は、実行されると上述のような1つまたは複数の方法を実行する命令も格納するこ
とができる。情報担体は、メモリ904、ストレージデバイス906、プロセッサ902上のメモ
リ、または伝搬信号などのコンピュータもしくは機械可読媒体である。
【０１３３】
　高速コントローラ908は、コンピューティングデバイス900に対する帯域幅を集中的に使
用するオペレーションを管理するが、低速コントローラ912は、帯域幅を集中的に使用す
る程度の低いオペレーションを管理する。機能のこのような割り振りは例示的なものにす
ぎない。一実施形態では、高速コントローラ908は、メモリ904、ディスプレイ916(例えば
、グラフィックスプロセッサまたはアクセラレータを通じて)、およびさまざまな拡張カ
ード(図示せず)を受け入れることができる高速拡張ポート910に結合される。この実施形
態では、低速コントローラ912は、ストレージデバイス906および低速拡張ポート914に結
合される。さまざまな通信ポート(例えば、USB、Bluetooth(登録商標)、Ethernet(登録商
標)、無線Ethernet(登録商標))を含みうる、低速拡張ポートは、キーボード、ポインティ
ングデバイス、スキャナ、または例えば、ネットワークアダプタを通じて、スイッチまた
はルーターなどネットワーキングデバイスなどの1つまたは複数の入力/出力デバイスに結
合することができる。
【０１３４】
　コンピューティングデバイス900は、図に示されているように、数多くの異なる形態で
実装されうる。例えば、標準サーバ920として、またはそのようなサーバのグループで何
倍もの数で実装されうる。これは、ラックサーバシステム924の一部としても実装するこ
とができる。それに加えて、ラップトップコンピュータ922などのパーソナルコンピュー
タで実装することもできる。あるいは、コンピューティングデバイス900からのコンポー
ネントをデバイス950などのモバイルデバイス(図示せず)内の他のコンポーネントと組み
合わせることができる。このようなデバイスのそれぞれは、コンピューティングデバイス
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900、950のうちの1つまたは複数を含むことができ、システム全体が、互いに通信する複
数のコンピューティングデバイス900、950で構成されうる。
【０１３５】
　コンピューティングデバイス950は、数ある中でもとりわけ、プロセッサ952、メモリ96
4、ディスプレイ954などの入力/出力デバイス、通信インターフェイス966、およびトラン
シーバ968を備える。デバイス950は、追加のストレージを構成するためにマイクロドライ
ブまたは他のデバイスなどのストレージデバイスを備えることもできる。コンポーネント
950、952、964、954、966、および968のそれぞれは、さまざまなバスを使用して相互接続
され、これらのコンポーネントのうちのいくつかは、共通マザーボード上に取り付けられ
るか、または適宜他の仕方で取り付けられうる。
【０１３６】
　プロセッサ952は、メモリ964内に格納されている命令を含む、コンピューティングデバ
イス950内の命令を実行することができる。プロセッサは、個別の、および複数の、アナ
ログおよびデジタルプロセッサを備えるチップのチップセットとして実装することができ
る。プロセッサは、例えば、ユーザインターフェイスの制御、デバイス950によるアプリ
ケーション実行、デバイス950による無線通信などの、デバイス950の他のコンポーネント
の調整を行うことができる。
【０１３７】
　プロセッサ952は、制御インターフェイス958およびディスプレイ954に結合されている
ディスプレイインターフェイス956を通じてユーザと通信することができる。ディスプレ
イ954は、例えば、TFT LCD(薄膜トランジスタ液晶ディスプレイ)またはOLED(有機発光ダ
イオード)ディスプレイまたは他の適切なディスプレイ技術とすることができる。ディス
プレイインターフェイス956は、グラフィックおよび他の情報をユーザに提示するように
ディスプレイ954を駆動するための適切な回路を備えることができる。制御インターフェ
イス958は、ユーザからコマンドを受け取り、それらをプロセッサ952に送るために変換す
ることができる。それに加えて、外部インターフェイス962は、プロセッサ952と通信する
ように構成され、デバイス950と他のデバイスとの近距離通信を行うことを可能にする。
外部インターフェイス962は、例えば、いくつかの実施形態における有線通信、または他
の実施形態における無線通信を行うことができ、複数のインターフェイスも使用できる。
【０１３８】
　メモリ964は、コンピューティングデバイス950内の情報を格納する。メモリ964は、1つ
または複数のコンピュータ可読媒体、1つまたは複数の揮発性メモリユニット、または1つ
または複数の不揮発性メモリユニットのうちの1つまたは複数として実装することができ
る。拡張メモリ974も、例えば、SIMM(シングルインラインメモリモジュール)カードイン
ターフェイスを含むものとしてよい、拡張インターフェイス972を通じて構成され、デバ
イス950に接続されうる。このような拡張メモリ974は、デバイス1050に対する付加的な記
憶領域を設けることができるか、またはデバイス950用のアプリケーションまたは他の情
報を格納することもできる。特に、拡張メモリ974は、上述のプロセスを実行するか、ま
たは補助する命令を格納することができ、またセキュア情報も格納することができる。し
たがって、例えば、拡張メモリ974は、デバイス950に対するセキュリティモジュールとし
て構成することができ、デバイス950の安全な使用を可能にする命令でプログラムするこ
とができる。それに加えて、安全なアプリケーションは、SIMMカードを介して、ハッキン
グできない形でSIMMカード上に識別情報を配置するなど、付加情報とともに提供すること
もできる。
【０１３９】
　メモリとしては、例えば、後述のように、フラッシュメモリおよび/またはNVRAMメモリ
が挙げられる。一実施形態では、コンピュータプログラム製品は、情報担体で明確に具現
化される。コンピュータプログラム製品は、実行されると上述のような1つまたは複数の
方法を実行する命令を格納する。情報担体は、メモリ964、拡張メモリ974、プロセッサ95
2上のメモリ、または例えば、トランシーバ968もしくは外部インターフェイス962上で受
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信されうる伝搬信号などのコンピュータもしくは機械可読媒体である。
【０１４０】
　デバイス950は、必要ならば、デジタル信号処理回路を備えることができる、通信イン
ターフェイス966を通じて無線で通信することができる。通信インターフェイス966は、と
りわけ、GSM音声電話、SMS、EMS、またはMMSメッセージング、CDMA、TDMA、PDC、WCDMA、
CDMA2000、またはGPRSなどの、さまざまなモードもしくはプロトコルの下で通信を行うこ
とができる。このような通信は、例えば、無線周波トランシーバ968を通じて行うことが
できる。それに加えて、Bluetooth(登録商標)、WiFi、または他のそのようなトランシー
バ(図示せず)などを使用して、短距離通信を実行することができる。それに加えて、GPS(
全地球測位システム)受信機モジュール970は、追加のナビゲーションおよび位置関係無線
データをデバイス950に送ることができ、これはデバイス950上で実行するアプリケーショ
ンによって適宜使用されうる。
【０１４１】
　デバイス950は、オーディオコーデック960を使用して音声で通信することもでき、ユー
ザから発話情報を受け取り、それを使用可能なデジタル情報に変換することができる。オ
ーディオコーデック960は、例えば、デバイス950のハンドセットのスピーカーなどを通じ
て、ユーザ向けに可聴音を発生することができる。このような音声は、音声電話からの音
声を含み、記録された音声を含み(例えば、音声メッセージ、音楽ファイルなど)、またデ
バイス950上で動作するアプリケーションによって生成される音声を含むこともできる。
【０１４２】
　コンピューティングデバイス950は、図に示されているように、数多くの異なる形態で
実装されうる。例えば、携帯電話980として実装することができる。また、スマートフォ
ン982、パーソナルデジタルアシスタント、または他の類似のモバイルデバイスの一部と
して実装することもできる。
【０１４３】
　本明細書で説明されているシステムおよび技術のさまざまな実施形態は、デジタル電子
回路、集積回路、専用設計ASIC(特定用途向け集積回路)、コンピュータのハードウェア、
ファームウェア、ソフトウェア、および/またはこれらの組合せで実現することが可能で
ある。さまざまな実施形態は、ストレージシステム、少なくとも1つの入力デバイス、お
よび少なくとも1つの出力デバイスからデータおよび命令を受け取り、ストレージシステ
ム、少なくとも1つの入力デバイス、および少なくとも1つの出力デバイスにデータおよび
命令を送るように結合された、専用または汎用のものとしてよい、少なくとも1つのプロ
グラム可能なプロセッサを備えるプログラム可能なシステム上で実行可能であり、および
/または解釈可能である1つまたは複数のコンピュータプログラムによる実施を含むことが
できる。
【０１４４】
　これらのコンピュータプログラム(プログラム、ソフトウェア、ソフトウェアアプリケ
ーション、またはコードとも呼ばれる)は、プログラム可能なプロセッサ用の機械語命令
を含み、高水準手続き型および/またはオブジェクト指向プログラミング言語で、および/
またはアセンブリ/機械語で実装されうる。本明細書で使用されているように、「機械可
読媒体」、「コンピュータ可読媒体」という用語は、機械可読信号として機械語命令を受
け取る機械可読媒体を含む、機械語命令および/またはデータをプログラム可能なプロセ
ッサに供給するために使用されるコンピュータプログラム製品、装置、および/またはデ
バイス(例えば、磁気ディスク、光ディスク、メモリ、プログラム可能論理デバイス(PLD)
)を指す。「機械可読信号」という用語は、機械語命令および/またはデータをプログラム
可能なプロセッサに供給するために使用される信号を指す。
【０１４５】
　ユーザと情報のやり取りを行うために、本明細書で説明されているシステムおよび技術
は、ユーザに情報を表示するための表示デバイス(例えば、CRT(陰極線管)またはLCD(液晶
ディスプレイ)モニタ)およびキーボードおよびユーザがコンピュータに入力を送るために
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使用できるポインティングデバイス(例えば、マウスもしくはトラックボール)を有するコ
ンピュータ上で実施することができる。他の種類のデバイスも、ユーザと情報をやり取り
するために使用することができ、例えば、ユーザに返されるフィードバックは、任意の形
態の感覚フィードバック(例えば、視覚フィードバック、聴覚フィードバック、または触
覚フィードバック)とすることができ、ユーザからの入力は、音響、話し声、または触覚
入力を含む、任意の形態で受け取ることができる。
【０１４６】
　本明細書で説明されているシステムおよび技術は、バックエンドコンポーネントを含む
(例えば、データサーバとして)、またはミドルウェアコンポーネントを含む(例えば、ア
プリケーションサーバとして)、またはフロントエンドコンポーネントを含む(例えば、ユ
ーザと本明細書で説明されているシステムおよび技術の実施形態との情報のやり取りに使
用されるグラフィカルユーザインターフェイスまたはウェブブラウザを有するクライアン
トコンピュータ)コンピューティングシステム、またはそのようなバックエンド、ミドル
ウェア、もしくはフロントエンドコンポーネントの任意の組合せで実装することができる
。システムのコンポーネントは、デジタルデータ通信の任意の形態または媒体(例えば、
通信ネットワーク)によって相互接続することができる。通信ネットワークの例としては
、ローカルエリアネットワーク(「LAN」)、ワイドエリアネットワーク(「WAN」)、および
インターネットが挙げられる。
【０１４７】
　コンピューティングシステムは、クライアントおよびサーバを備えることができる。ク
ライアントおよびサーバは、一般に、互いに隔てられており、典型的には、通信ネットワ
ークを通じて情報のやり取りを行う。クライアントとサーバとの関係は、コンピュータプ
ログラムが各コンピュータ上で実行され、互いとの間にクライアント-サーバ関係を有す
ることによって発生する。
【０１４８】
　これで多数の実施形態が説明された。しかしながら、本開示の精神および範囲から逸脱
することなくさまざまな修正を加えることができることは理解されるであろう。例えば、
上記の開示では、「電話」という用語を使用しているが、ボイスオーバーアイピーシステ
ムなどの、必ずしも電話機を使用しない他の通信形態も、伝送路を介して、または無線で
人と人との通信接続が可能であることに関して同等であると考えられることが暗示されて
いる。したがって、他の実施形態は、請求項の範囲内に収まる。
【０１４９】
　それに加えて、図に示されている論理の流れは、所望の結果を得るために、図示されて
いる特定の順序、またはシーケンシャルな順序を必要としない。それに加えて、他のステ
ップを与えるか、または説明されている流れからステップを取り除くこともでき、また他
のコンポーネントを説明されているシステムに追加するか、または説明されているシステ
ムから取り除くことができる。したがって、他の実施形態は、請求項の範囲内に収まる。
【符号の説明】
【０１５０】
　202　地図製作アプリケーション
　204　リモートコンピューティングデバイス
　206　車両
　208　ネットワーク
　210　インターフェイス
　212　ユーザデータ地図表示モジュール
　214　位置スクレーパ
　216　位置解決モジュール
　218　アプリケーション
　220　ユーザデータ
　240　地図表示システム
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　242　コンピューティングデバイス
　244　基地局
　246　ネットワーク
　248　リモートコンピューティングデバイス
　250　インターフェイス
　252　ユーザデータ地図表示モジュール
　254　位置特定エンジン
　256　位置スクレーパ
　258　位置ベースのデータストレージ
　260　ユーザデータ
　262　アプリケーションストレージ

【図１】 【図２Ａ】
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【図３Ｂ】 【図４Ａ】



(38) JP 2012-506559 A 2012.3.15

【図４Ｂ】 【図５】

【図６】 【図７】



(39) JP 2012-506559 A 2012.3.15

【図８】 【図９】



(40) JP 2012-506559 A 2012.3.15

10

20

30

40

【国際調査報告】



(41) JP 2012-506559 A 2012.3.15

10

20

30

40



(42) JP 2012-506559 A 2012.3.15

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,SE,SI,S
K,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,BR,
BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,I
S,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PE
,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

（特許庁注：以下のものは登録商標）
１．ＧＳＭ

(72)発明者  アダム・ブリス
            アメリカ合衆国・カリフォルニア・９４７０９・バークレー・マーティン・ルーサー・キング・ジ
            ュニア・ウェイ・１７１７
(72)発明者  デイヴィッド・ピー・コンウェイ
            アメリカ合衆国・カリフォルニア・９４０２４・ロス・アルトス・ゴールデン・ウェイ・９２８
Ｆターム(参考) 2F129 AA02  AA03  BB03  BB11  BB12  CC02  CC03  CC13  CC24  CC25 
　　　　 　　        CC26  CC27  CC28  CC29  DD13  DD18  DD20  EE02  EE13  EE14 
　　　　 　　        EE22  EE25  EE26  EE29  EE30  EE43  EE78  EE85  EE90  EE91 
　　　　 　　        EE96  FF11  FF12  FF15  FF20  FF26  FF36  GG17  HH02  HH04 
　　　　 　　        HH12  HH17 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

